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DOWA $S3 ใࠂॻは、DOWAグループの $S3 のߟえํと主な׆動にͭ
いて、すべてのステークϗルμーのํ々にわかりやすくおえすることを
目的としています。

（̍）ใࠂ対範囲
˙対組৫
ଇとして、DOWAݪ ϗールσΟングスࣜג会社と࿈݁ࢠ会社（国内・海外）
をؚΉグループ全体を対としています。ただし、一部の取り組みにͭ
いては、DOWA ϗールσΟングスおよび主要なグループ会社を対とし
ています。
2014 年度൛より、ࠛࢁ同熱処理工業炉༗限ެߐ、࢘同ݯࢿ૰
合ར用༗限ެ࢘、DOWA &$O�S:ST&. S*N(A1O3& 1T&� -TD� の 3 社
の海外ࢠ会社を対に加しています。
˙ใࠂ対分野
ຊใࠂॻでは、DOWA グループの $S3 ํʮا業౷࣏ʯʮ安全ʯʮ環境ʯʮ社
会ʯの 4 分野に基ͮいてߏ成し、それͧれのํ、ॏ要課の進ঢ়گ、
ใࠂ対組৫の取り組みなどをใࠂしています。

˙対とするಡ者
お客様、ג主・ࢿՈ、お取Ҿઌ、地Ҭ、ڀݚ者、ֶ生、社員、֨付・
ධՁ機ؔ、行、N(O・N1O など、DOWAグループのا業׆動にؔわ
るすべてのステークϗルμーのํ々です。
˙対ظ間
2013 年度（2013 年 4 ݄～ 2014 年 3 ݄）の׆動内容を中心にใࠂし
ていますが、よりਖ਼確なใをおえするため、一部にͭいては以લか
らの取り組みや直ۙの׆動にͭいてもใࠂしています。
にしたガイドライン等ߟࢀ˙
国࿈グローバル・コンパクト
*SO 26000
環境লʮ環境ใࠂガイドライン（2012 年൛）ʯ

（２）WFC ൛の発行
ຊใࠂॻでは、DOWA グループの $S3 動の全体૾をわかりやすくす׆
るために、要点をߜってฤ集・ใࠂしています。ৄࡉなใやσータな
どは WFC にࡌܝしています（発行༧定 2014 年 9 ݄）。

ӈهのマークがͭいた߲目にͭいては、ৄしいใをWFCサイ
トにࡌܝしています。なお、$S3 ใࠂॻ（ࢠ）の発行後に、
りがあることが認められた場合は、WFCޡ内容にࡌܝ サイトにて
ใࠂし、ਖ਼ޡ表をࡌܝします。

（３）基ຊ要݅
˙発行　2014 年 6 ݄
˙次回発行༧定　2015 年 6 ݄ 
˙作成部ॺ　DOWA ϗールσΟングス $S3 部 
˙)1 アドレス
IUUQ���XXX�EPXB�DP�KQ（ຊޠ）
IUUQ���XXX�EPXB�DP�KQ�JOEFY@F�IUNM（ӳޠ） 
˙おい合わせ
DOWA ϗールσΟングス $S3 部　
˟101�0021 ౦京ઍా区外ਆా࢛ஸ目14 ൪1߸ ळ༿ݪ 6D9 22 階
T&-： 03�6�47�1104   'A9： 03�6�47�1277
メール： JOGP@EPXB!EPXB�DP�KQ

%08"άルーϓは、

「社は地ٿをとした事業活動を௨じ、

๛かならしのとݯࢿ循環社会の構築に貢献する」

と͍うا業理念に基づ͖、

事業活動を行って͍ますɻ
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%08Aグループ、地ٿͱ社会のະདྷΛ͑ߟ、社会త՝のղܾに事

業Λ௨じͯ貢献するため、CSRΛج൫ͱ͠たܦӦに取り組Μでい·すɻ

·た、透໌性Λ Β͞に高め、ステークϗルダー͔Βの৴པΛΏる͗ͳい

のにするため、͞ ·͟·ͳCSRの取り組みΛ進めͯい·すɻ

%08"のCSR
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トοϓメοセーδܦ�Ӧऀॹݴ

มԽʹରԠ͠ɺʮͷܧଓʯΛਤΔ

　世քࡁܦ、ถࠃԤभでؾܠճ෮の動͖がݟΒΕる

Ұ方、தࠃインυͳͲの新ࠃڵにͭいͯҾ͖続͖ࡁܦ成

続けͯいるのの、成ಷ化ͯ͠い·すɻຊࡁܦ

、ۃͳԁ高ਫ४のੋਖ਼のࡁܦ策効果ͳͲにΑ

り、ճ෮ج調に͋り·すɻ%08A グループΛ取りר 事͘業環

境、ࣗ動ंスマートフΥン、新エネルギー向け製品のध

ཁが৳するҰ方、ۚଐՁ֨総じͯऑؚみ、ԁ安ج調の

継続ͱい͏状況に͋り·すɻͦのதでࢲたͪ、தظ計画ᶛ

にԊͬͯ、生࢈性向্ड拡େに向けたॾ施策Λண実に

実行͠、2013 ૿ऩ૿ӹΛ達成するͳͲ、事業拡େΛ

継続ͯ͠い·すɻ外部環境がࠁҰࠁͱม化するத、ޙࠓண

実に、͔ ͭスϐーυ感Λͯͬ࣋、事業活動Λ進めͯ·いり·すɻ

たͪࢲ　 %08A グループ、ࠓで業 130 Λܴ͑·

͠たɻळాの地で߭ࢁ・製࿉͔Β࢝·ͬた社の事業、

1980 代͔Β事業環境のܶతͳม化に͏多֯化選ͱ

ूதΛ5、ࡏݱͯܦ ͭのίΞϏジネス͔Βͳるಠࣗの循環ܕ

事業にม化ͯ͠い·すɻ͜͏ ͠たのݧܦΛ活͔͠、ޙࠓ

ෆஅのྗΛ続けͯ·いり·すɻ

վΊ ʮͯ҆શ࠷༏ઌʯΛపఈ

たͪࢲ　 %08A グループの CSR 方針、ا業統࣏、安全、

環境、社会の 4 ͭΛॏཁ分野ͱҐஔけͯい·すɻͱりΘけ

安全にͭいͯ、ʮ安全すͯに༏ઌするʯͱのجຊ理೦

にཱͪ、全ै業һがࣗओతに活動に取り組み、安全Ӵ生ਫ

४Λ向্ͤ͞る 、͘リスクマネジメント全社安全教育ͳͲ

の施策Λ推進ͯ͠い·すɻಛに 2012 に্ཱͪ͛たʮ全

社安全運動プロジェクトʯʢˠ P�28ʣ、事業所Λԣஅ͠た

地۠୯Ґでの߹ಉ取り組みΛ進め、༏Εた取り組みのԣ展開

Λ強化するͳͲ、グループ全体のϨϕルΞοプに貢献͓ͯ͠

り、2013 に海外に取り組みのΛͯ͛い·すɻ

　安全にۙಓ͋り·ͤΜɻҰਓͻͱりがࠓҰʮ安全࠷༏

ઌʯΛ֬࠶ೝ͠、ܦӦトοプΛじめ全һࢀՃの取り組みΛ

続けͯい͖·すɻ

αϓϥΠνΣʔϯશମͷ$43ڧԽ

たͪࢲ　 %08A グループの事業活動がグローバルに成す

るにͬͯ、サプライνェーン全体で CSR Λ推進するඞཁ性

高·ͬͯい·すɻ2013 、ࠃ࿈グローバル・ίンύク

トのීวݪଇΛ౿·͑、ਓݖ・࿑ಇ安全環境保全への

ྀΛ৫りࠐΜで、CSR 調達方針Λվగ͠·͠たɻ·た、ۚଐ

製品Λ取りѻ͏社にͱͬͯ、͋る߭物調達の推進ॏ

ཁͳ՝ですɻͦのため社 2012 ͔Β、ฆ૪߭物

に関する社の͑ߟ方Λެ開͠、社の用状況Ѳݪ

ྉ調達ઌに対する調ࠪ実施のための管理システϜΛߏங、ୈ

者にΑるฆ૪߭物フリー製࿉所ೝূの取ಘに取り組Μでࡾ

͖·͠たɻ

　͜ΕΒいͣΕ、取Ҿઌͱのີۓͳ࿈ܞのͱで成りཱ

٬様が安৺ͯ͠社製品Λ͓、ޙࠓ組みですɻ社ͭ

͝ར用いたͩけるΑ 、͏グループ全体でのリスク管理Ϟχ

タリング、教育Λ進め、サプライνェーン全体の CSR 強化に

Ҿ͖続͖取り組Μで·いり·すɻ

　͜の CSR 報ࠂॻ、ࢲたͪ %08A グループの CSR に関

する۩体తͳ取り組みΛ͋ΒΏるステークϗルダーの方ʑに

͓͑するͱͱに、社һҰਓͻͱりがվめͯ CSR Λҙࣝ͠、

る͑ߟ ͱ͜目తͱͯ͠い·すɻ%08A グループが事業活動

Λ௨じͯ ·͟͞·ͳ社会՝のղܾΛҰ進めͯい た͘めに、

ಡ者の方ʑのسጨͳ͖͝ҙݟΛੋඇ͓ͩͤ͘د ͞いɻ

事業活動を௨じ、
国際社会が๊͑る
ॾ՝のղ決に寄与する

ɹ08%ͪͨࢲ"άルーϓɺ���� 
の͔ۀΒࠓͰ ��� Λܴ͑·͠
ͨɻ߭ࢁ・製࿉͔ۀΒ࢝·ͬͨ社
のۀࣄɺ֎෦環境のܹมにରԠ͠ɺ
Ͱࡏݱ �つのίΞビδネス͔Βͳ
るಠࣗの॥環ۀࣄܕにมԽ͖ͯ͠·͠
ͨɻޙࠓࠁҰࠁͱมԽするάϩーό
ルࢢに͓͍ͯɺ׆ۀࣄಈΛ௨ͯ͡͞
·͟·ͳ社会՝のղܾ取り組ΜͰ
·͍り·すɻ

%08"�ϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ
දऔకࣾ
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DOWA�&CO�4:45&.�CO��-5D�
DOWA�.&5A-4���.*/*/(�CO��-5D�
DOWA�.&5A-5&C)�CO��-5D�
DOWA�5)&3.O5&C)�CO��-5D�
DOWA�)O-D*/(4�CO��-5D�

DOWAΤίγスςムʢ株ʣ
DOWAメλルマインʢ株ʣ
DOWAΤϨΫτϩニΫスʢ株ʣ
DOWAメλルςッΫʢ株ʣ
DOWAサーϞςッΫʢ株ʣ
DOWAϗールσΟングスʢ株ʣ

DOWA�)O-D*/(4�CO��-5D�
DOWA�5)&3.O5&C)�CO��-5D�

DOWA�&CO�4:45&.�CO��-5D�

DOWA�.&5A-5&C)�CO��-5D�
DOWA�.&5A-4���.*/*/(�CO��-5D�DOWA�.&5A-4���.*/*/(�CO��-5D�

%O8Aグループについて
άϧʔϓɺ"08%ͪͨࢲ
�ͭͷίΞϏδωε͔ΒͳΔ॥ۀࣄܕΛάϩʔόϧʹల։͍ͯ͠·͢ɻ

˔߸　　　　　　 %08A ϗールσィングスࣜג会社 
˔ઃཱ݄　　　 1937  3 ݄ 11  
˔ຊళ所ࡏ地　　　 ˟ 101�0021
　　　　　　　　　 ౦ژઍ代ా۠外ਆా࢛ஸ目 14 ൪ 1 ߸
　　　　　　　　　 ळ༿ݪ 6%9 22 ֊
˔代ද取క社 ాࢁ ༤
˔資ຊۚ  36,437 ඦສԁ 
˔ै業һ  5,700 ໊ 

　%08"άルーϓはఱવݯࢿから༗ӹなۚଐを取りग़す

「製࿉事業」、取りग़したۚଐにՃՁをՃ͑る「ۚ

ଐՃ事業」「ॲ理事業」、 う͜して生まれたۚଐ

にはແޙ༺、「ྉ事業ࡐࢠి」化するػߴྉをࡐ

害化し、࠶ར༻Մなのはճ収・ݯࢿ࠶化する「環境・

リサイクル事業」ʕʕ

　ඇమۚଐの生࢈からߴՃՁ製品の製、 ら͞に

はリサイクルに至るಠ自の循環型事業を௨じて、ੈք֤

地における環境・ݯࢿなど、社会՝のղ決に取

り組Μで͍ますɻ

　2013 、ࣗ動ं向け製品多ػܞଳ新エネル
ギー向けのधཁが৳ͼ、新製品の拡ൢઃඋ資ͳͲ生࢈性向
্・ड拡େに向けた施策Λ実行͠·͠たɻ海外で、౦ೆΞジ
Ξに͓けるഇغ物ॲ理事業の拡େ、ॲ理部のインυネシΞ
૪ྗの強化ڝの্ཱͪ͛ͳͲ、拡େする海外マーέοトでのڌ

に取り組み·͠たɻ·た、製࿉部でのԁ安効果ͳͲがد༩͠、
ൺ̒ˋ૿のظの࿈݁ച্高લظ 443,985 ඦສԁͱͳり、࿈݁Ӧ
業རӹಉ 29ˋ૿の 31,794 ඦສԁ、࿈݁ܦৗརӹಉ 29ˋ૿の
35,055 ඦສԁͱͳり·͠たɻ

ձࣾ֓ཁ

ڌۀࣄ
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　DOWA エコγステムは、1970 年から環境・リサイクル事業に取り組み、廃غ処理・ড়化・リサイクルの分野で運搬から

最終処理まで一؏したサービスを提供しています。アジアを中心とした海外でもいͪૣく環境事業を展開し、高い技術力をͭ࣋ܥ

の環境・リサイクルا業として、アジアの環境改善にݙߩします。

〈DOWA エコγステム主要工場の紹介〉

͜Εまでの金のリサイΫルྔはྦྷܭで 3�00LH。
ज़を༗するઌਐతϞσルとしてٕࡦରڥ、度なリサイΫルٕज़ߴ
中ࠃのݯࢿ॥とڥอ全の྆立向͚てऔりΜでいます。

ોभಉݯࢿ૰߹ར༻༗࢘ެݶ　
ॴࡏʗ中՚ਓຽڞߐࠃોলો州ࢢો州৽࿆۠֗ࡾ 28 ߸
һʗۀै 76 ਓʢ2014�3 ）

ܥॳのリサイクルとして�
��にΘたる৴པと実

DOWA ECO-SYSTEMDOWA ECO-SYSTEMDOWA ECO-SYSTEMDOWA エコγステム リサイΫル事業・ڥ

ഇغॲཧ場

ۜ

ՈిϦαΠΫϧ場

ϦαΠΫϧݪྉͷܞଳిϦαΠΫϧݪྉͷܞଳిড়Խࣄড়Խࣄ

ഇغ࠷ऴॲཧ施ઃ

事業分野 主な商品とサービス

ഇغ処理事業�　��ড়化事業　�リサイΫル事業
　廃غ処理、管理ܕ最終処理、ড়化、金属リサイクル、
Ոిリサイクル、自動車リサイクル、環境コンサルテΟング、
՟༌ૹなど

　中国ではٸな経ࡁ成長により、ݯࢿෆ
の一ํ、૿え続ける廃غや環境Ԛછが
大きな社会になっています。当社は
2003 年の設立より、ݯࢿの༗ޮར用と環
境保全の྆立を目指し、μイオΩγンなど
のݫしいഉガス、ഉਫ規制に対応する処理
設備をಋೖし、積極的に環境ෛՙݮに取
り組んできました。
　2010 年にはՈి・࣪ࣜ・ࣜסの 3 ͭの
機を備えた中国ॳのリサイクルモσルを
立ͪ上げ、多種多様なݪྉからの金属回ऩ
をՄにしただけでなく、Ոిのフロンや
࣪ࣜ工程の廃ਫをࣜס工程で処理するな
ど、それͧれの工程を組み合わせて最適な
処理を行う理的な工場に進化しました。
国ࡍ的にも規制を受けるフロンにͭいては、
中国国内でリサイクルと処理を同時に行う施

ɹ����ɺࣾઃཱ��पΛܴ͑Δ ͱ͕͜Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜Ε·Ͱதࠃʹ
͓͚ΔϦαΠΫϧͷϞσϧۀاͱ͠ ͯࡒքͷཁ人ΛؚΉଟ ͷ͘ऀֶݟΛड
͚ೖΕ͍ͯ·͕͢ɺ�� पΛػձʹߴݩ৽۠ͷٕज़ڭҭηϯλʔͷֶ
श施ઃͱ͠ ͔ͯͤ׆ΔΑ͏ɺలࣔࣨΛϦχϡʔΞϧ͠·ͨ͠ɻө૾ύωϧɺ
実ͷՈిྨΛ༻͍ͨϦαΠΫϧͷॲཧϑϩʔࣾͷڥରࡦͳͲͷల
ࣔΛ௨ͯ͡ɺݯࢿͷେ͞ϦαΠΫϧͷॏཁੑΛֶΜͰ͍͚ͨͩΔΑ͏͍ͯ͠·͢ɻҬͱڞੜ͢Δઌਐۀاͱ͠
ͯɺݯࢿ॥ͷಓےΛࣔ͠ɺҬͷڥҙࣝͷ͢ݙߩʹ্ΔͨΊɺ͜ͷలࣔࣨΛཱ͍͖͍ͯͯͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

　中国では、2011 年ʮ廃ిغ器ిࢠ製品
回ऩ処理管理ྫʯが施行され、Ոి 5
品目（テレビŋྫྷ ଂ ŋચݿ ୕ 機ŋエアコンŋ
1$）のリサイクルがٛ務化されました。現在、
DOWA グループでは、ఱߐ、ࢢলにも
Ոిリサイクル工場を展開しています。この
3 社でʮ中国Ոి 3 社会ʯを立ͪ上げ、
$S3 ํのॏ点施ࡦである࿑ಇ安全にڞ同
で取り組んでいます。3 社会にはローカルス
タッフもࢀ加し、作業ඪ४ॻの見直しや適
切な保ޢ۩のબ定、安全クロスパトロール
などを実施しています。また、スタッフのレ

ϕルアップを目的に、બൈメン
バーをຊのグループ工場に
ݣするなどਓڭࡐҭも進めて
います。
　最もૣく事業を開始した当社
は、実に基ͮく技術の積と
ϊウϋウを׆かし、マβー工場
として、技術面のみならず安全
面でもઌಋ的ׂをՌたしてい
きたいとߟえています。

は現在廃Ոిのղ体工場を担当していࢲ　
ます。現在のղ体ྔ目ඪは݄間̑万で
す。今後、๏に基ͮくղ体対品目が 5
種ྨから 14 種ྨへ拡大していきますが、
安全面をྀߟしたղ体手順ॻの作成を進め
ていこうと思っています。
　ોभのՆは 40ˆۙい高Թになります。こ
のقઅの作業環境改善にも取り組んでいま
す。また、今年計画しているテレビղ体ラ
インの改造でも、安全とޮが྆立するよ
うݕ౼を進めています。

の適ਖ਼ম٫غ廃ݥة、工場ではࣜס　
処理を行うことにより、地ݩの環境保全にߩ
するとともに、Ոి工場で発生するݙ T7 基
൘などをমྔݮ٫し、ಔ製࿉ݪྉとしてい
ます。基൘にはಔ以外にも༗ՁݩૉをؚΉ
部品がరされていますが、લ処理工程を
加Ք動することで、従来のম٫๏のみで
は回ऩできなかったこれらのݩૉをより無駄
なく回ऩするとともに、ऩӹ向上にもݙߩし
ています。また、࣪ࣜ工場では、-&D など
のిࢠ部品メーカーで発生する金付࣏۩か
らの金回ऩચড়事業に力し、回ऩ金ྔ૿
加にݙߩしています。

業としてاϞσルڥ
中ࠃの社会՝にݙߩ

中ࠃՈి 3社会にΑる
安全のऔりΈ

〈Ոిղ体工場〉

෭課長　ᩀ ९উ

〈工場ࣜס・ࣜ࣪〉

෭課長　ޖ य़

V O I C E

設立10प年と
లࣔࣨのެ開

����τϐοΫε

ज़を༗するઌਐతϞσルとしてٕࡦରڥ、度なリサイΫルٕज़ߴज़を༗するઌਐతϞσルとしてٕࡦରڥ、度なリサイΫルٕज़ߴज़を༗するઌਐతϞσルとしてٕࡦରڥ、度なリサイΫルٕज़ߴ
中ࠃのݯࢿ॥とڥอ全の྆立向͚てऔりΜでいます。中ࠃのݯࢿ॥とڥอ全の྆立向͚てऔりΜでいます。中ࠃのݯࢿ॥とڥอ全の྆立向͚てऔりΜでいます。

ೱߴ

Ԙྨ

リサイクル 最終処理

銅
アルミ
鉄
樹脂類

銅含有残渣

ഇՈి ֤छిࢠ
εΫϥοϓ

ಔؚ༗ిࢠ
εΫϥοϓ̤̖ثػ

ͦͷଞిثػࢠ
ೱ

෦ࢠి
ྫྷഔϑϩϯ
அϑϩϯ

߭༉

ۚҐ

ഇӷ
ണޙεΫϥοϓ

純金

家電工場 湿式工場
ղମɾબผɾഁ ࡅ ണɾి ղɾਫ਼

乾式工場
ম٫ɾղ

ોभಉݯࢿ૰߹ར༻༗࢘ެݶોभಉݯࢿ૰߹ར༻༗࢘ެݶ

設のྫがなく、ߐોলのリサイクル工場 7
社からも受けೖれるなど、中国の環境ෛՙ
ݮにݙߩしています。
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খࡔ࿉（株）খࡔ࿉（株）

　DOWAグループの基盤である製࿉事業を行うDOWAメタルマインは、長年ഓってきた߭ࢁ・製࿉技術を׆かし、ෳの製࿉所のωッ

トϫークによるʮリサイクル製࿉コンビナートʯをߏ築しています。多様なݪྉから20 種ྨの金属を回ऩするリサイクル製࿉を௨じて、

。しますݙߩ築にߏ社会のܕ॥環ݯࢿ

〈DOWA メタルマイン主要工場の紹介〉

リサイΫルݪྉを主ମとする࿉プϩセスの大సにऔりΈ、
૯力を͛ڍてૢ業ମ੍を確立。
ճऩݩૉの૿加なͲ、リサイΫルプϩセスの Β͞なるਐ化をਤる。

খࡔ࿉株式会社　
ॴࡏʗळా܊֯ࣛݝখࡔொখࣈࢁ߭ࡔඌḺ෦ 60�1
һʗۀै 314 ਓʢ2014�3 ）

多様なݪྉに対応する、
ੈք۶指のෳ߹リサイクル製࿉ॴ

DOWA METALS & MININGDOWA METALS & MININGDOWA METALS & MININGDOWA METALS & MININGDOWA メタルマイン ࿉事業

ΠϯδϜ

54-

ಔؾಔిؾి

ۚۚ

ѥԖ加場ѥԖ加場

ѥԖిղ場ѥԖిղ場

事業分野 主な商品とサービス

金ଐಔ事業���　��Ϩアメλル事業�　　�ѥԖ事業و
　金、ۜ、ಔ、ѥԖ、ѥԖ合金、Ԗ、プラチナ、パラジウム、
インジウム、ガリウム、ήルマニウム、スズ、アンチモン、ૈ
などࢎེ、ニッέル、ビスマス、テルルࢎེ

　খࡔ製࿉では、200� 年に製࿉プロセス
をそれまで 100 年以上続いた༹߭炉・自༹
炉 ํ ࣜ から TS-（TPQ SVCNFSHFE -BODF）
炉主体に切り替えました。プロセスと同時に
ྉ主体にγフトݪྉも߭ੴからリサイクルݪ
するという、国内外わずલྫのない大స
となりましたが、DOWA グループの総力
をڍげてز多のをࠀし、安定操業体
制を確立することができました。さらにさま
͟まなリサイクルݪྉなど多様なݪྉへの対
応力を高めていくために、2011 年度からૈ
、ニッέル、スズの回ऩを新たに開始しࢎེ
回ऩ金属をさらに૿加させています。また
2013 年度はਫ਼ۜ工程の改善を進め、ۜの
૿産が実現しました。

ɹখࡔ࿉༹͕͔ͭͯࣗํࣜͩͬͨࠒɺ߭ੴེࢎͷ༌ૹͰ׆
༂ͨ͠چখࡔమಓɺ���� ʹഇઢͱͳΓ·͕ͨ͠ɺԟ׆ʹ࣌༂
ͱ͠ݯࢿޫ؍ϥοηϧंΛंؔػͨ͠ ɾݩͱ͍͏͍ͨ͠༺׆ͯ
খࡔொͷཁʹԠͯ͡ɺ���� � ݄ɺொʹσΟʔθϧंؔػͳͲ
ͷं྆ɺچখࡔӺࣷɺيಓͳͲΛແঈৡ͠·ͨ͠ɻখࡔொ
Ͱɺ͜ΕΒͷ࢈ࢿΛۀ࢈Ҩ࢈ͱ͠ ݧͷӡసମंؔػɺ͠༺׆ͯ
లࣔͳͲΛபͱ͢ΔమಓςʔϚύʔΫΛඋ͢ΔܭըͰ͢ɻ

　খࡔ製࿉は、サプライチェーンの上ྲྀで
ඇమ金属ݪྉを供څする立場としての社会
的もしっかりՌたしています。2012 年
ळにฆ争߭ෆ用のূである &*$$�(FSJ
の $'S 認ূ（$POqJDU 'SFF SNFMUFS ˠ1�22）
を金にؔして国内製࿉会社としてॳめて取
ಘ、2013 年度の更新৹ࠪも௨過しました。
খࡔ製࿉が金地金を供څする直のお取Ҿ
ઌにとどまらず、サプライチェーンのさらに
下ྲྀに広がる金のϢーβー各社に安心して
いただけるよう、߭ੴ・リサイクルݪྉわ
ずௐ達ઌとしっかり࿈ܞして、ฆ争߭にؔ
するリスク管理を一層పఈしてまいります。

　খࡔ製࿉は事業環境の変化に伴い、߭
ੴݪྉからリサイクルݪྉへసし、さま͟
まなඇమ金属地金の生産を行ってきました。
業にわれるにͭا、ྉだけでなくݪ
いても時に応じて変化しており、生産者と
してのをՌたすべく今回 $'S 認ূを取
ಘいたしました。
　今後も環境・社会のニーズ変化にॊೈに
対応し、৴པされる製品ͮくりをܧ続いたし
ます。

　ۜの૿産に向けて、و金属工場ではݪྉ
処理炉の生産性向上などのॾ改善に、製造
現場一ؙとなって取り組んできました。その
݁Ռ、ݪྉ処理ྔを約 1�5 ഒまで૿加させ
るなど、ۜ生産ྔ国内 NP�1 の達成にݙߩ
することができました。
ྉݪྉ成分の多様化など、リサイクルݪ　
へのసに伴う課はまだまだࢁ積してい
ますが、一าずͭ着実にクリアしていきます。

ෳ߹リサイΫル
࿉プϩセスのਐ化

ฆ૪߭ϑリー࿉ॴ
〈生産管理部〉
生産管理課

ಙຊ ࿕

〈ಔ製࿉部〉
金属課و

দ村 ᪃ 

V O I C E

మಓのࡔখچ
機ؔंӺࣷを
খࡔொにدଃ

����τϐοΫε

ۜۜ
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%08"ΤϑςοΫ（株）%08"ΤϑςοΫ（株）

　DOWA エレクトロニクスは、߭ࢁ・製࿉事業で回ऩした多様な෭産金属に、ඍค体化や高७度化などのさま͟まな加工を行い、

新たな用్を開する取り組みから始まりました。現在では最ઌのిࢠ機器向けに開発を進め、高機化・高性化にٻめられ

る特ある半ಋ体ࡐྉ・ಋిࡐྉ・࣓性ࡐྉを提供し、その多くにおいて世界的に高いγェアをめています。

〈DOWA エレクトロニクス主要工場の紹介〉

自動ंిؾ品に͔ܽͤない࣓性ࡐྉϑΣライτ。
いྺ࢙の中でഓっͨߴ度なٕज़をల開して、ੈ քをしっ͔りとリーυしています。
品のߴ機化৽ن༻్開発のニーズにੈքτップの
Ϙンυ༻ϑΣライτٕज़でԠ͑ます。

DOWA ΤϑςッΫ株式会社　
ॴࡏʗԬٱݝࢁ米܊ඒ࡙ொ٢ϲݪ 1045
һʗۀै 36 ਓʢ2014�3 ）

Ϙンド༻フΣライトคで
ੈքトοϓの࣓ؾ特性

DOWA ELECTRONICS MATERIALSDOWA ELECTRONICS MATERIALSDOWA ELECTRONICS MATERIALSDOWA ELECTRONICS MATERIALSDOWA エレクトロニクス ྉ事業ࡐࢠి

Խ場

ۚۚԽ߹ಋମΣϋԽ߹ಋମΣϋ

-&%

%&-֎ࢵਂ%&-֎ࢵਂ

ۜคۜค

ΩϟϦΞค場ΩϟϦΞค場

事業分野 主な商品とサービス

ಋମ事業　�　ిࡐࢠྉ事業�　　機ࡐྉ事業
　高७度ガリウム、インジウム、化合半ಋ体ウェϋ、-&D、ۜ ค、
ಔค、ࢎ化ۜ、メタルค、Ωϟリアค、フェライトคなど

　DOWA エフテックのフェライトは、थࢷと
ࠞ合し向させて用するʮボンド࣓ੴ用
ϋードフェライトคʯで、プリンターやෳࣸ
機のマグωットロール、自動車やՈిのモー
タやセンサーの࣓ੴとして広く用いられてい
ます。൚用品であるম࣓݁ੴにൺべ、ᶃੇ๏
ਫ਼度が高いᶄܗঢ়自༝度が高いᶅׂれ、欠
けしにくいなどの特があります。この特
を׆かし、ϋイϒリッド車に表されるエコ
カーのエンジンྫྷ٫などに用されている、
ి動ウΥーターϙンプで࠾用されました。一
体成ܗすることで部品やボリュームをݮら
し、ϙンプのখܕ化と੩Ի化を実現。部品
のখܕ化は೩අ改善や $O2 ݮにͭながり
ます。自動車には高い環境性やշ適性
が要ٻされており、モータやセンサーが
多くࡌされています。今後も当社のフェラ
イト技術を௨じて、環境・շ適性の発展
にݙߩします。

ɹ%08" ΤϑςοΫͰɺࣾ員ͷ҆શΛकΔͨΊɺࡂʹͭͳ͕Δෆ
҆શઃඋɺෆ҆શۀ࡞Λநग़͠վળ͢ΔϦεΫΞηεϝϯτͷख๏Λ
༻͍ͯɺ৬場ͷվળʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ����  �݄ɺ%08"άϧʔ
ϓͷϦεΫΞηεϝϯτൃදձʹ͓͍ͯɺԠื૯ �� ݅ͷத͔Βࣾ
ͷʮόέοτίϯϕΞ͔Β߭ͨ͠ϖϨοτΛճऩɾ࣌͠ۀ࡞ͷڬ·
Εɾࠐ͖ר·Εࢭରࡦʯ͕༏लʹબΕ·ͨ͠ɻ͜Ε͔Βނࣄɾ
ɺ͞ΒͳΔվળʹऔΓΜͰ͍͖·͢ɻ͠ࢦθϩͷ҆શͳ৬場Λࡂ

　フェライトคは、ࢎ化మとアルカリྨ金
属を加熱応させることで製造します。その
工程では多くの化ੴ೩ྉをඞ要とするため、
লエωルΪーや $O2 のݮは大きな課で
した。そこで従来であればࣺてていた熱を
無駄なくར用する熱回ऩ設備を自社開発す
ることで、লエωと環境ෛՙݮにみま
した。
　開発当ॳはさま͟まな課がありました
が、ࢼ作と改良を繰りฦし、2013 年Նから
ຊ֨運用を開始。ݪྉを高熱で処理するম
݁炉のഉ熱（外ؾ熱）を回ऩし、ผ工程で
ඞ要な೩মエアーを༧熱することで加熱用
೩ྉのফඅをえ、同時にഉਫから回ऩす
るఽのס૩に׆用することで廃غを
します。社内のҙ・工と製造技術のݮ
組み合わせにより、লエωと $O2 のݮを
実現しました。

　フェライトค製造には、応させるために
多くの熱、คࡅに多くのిؾを用しており、
このエωルΪーをどれだけ༗ޮ׆用するか
で、コストだけではなく環境へのෛՙも変わ
ります。ࡢ年実施した熱回ऩに続き、今年
もさらなるলエωを実現し、加えてよりݫし
い顧客要に対応できる品質管理γステム
のレϕルアップを達成します。コスト・品質
で世界をリードする製品ͮくりと環境ෛՙを
ݮすることで、社会にݙߩできる会社で
あり続けたいとߟえています。

　当社で開発・製造しているフェライトคは、
थࢷとࠞ合用する用్に特化させていま
す。ཻ度分およびཻܗࢠঢ়制ޚ技術によ
る高いྲྀ動性をͭ࣋フェライトคを開発する
ことで、高ॆర・高向（݁থ面の向きを
揃えることで ࣓ 力 向 上）を Մ  にし、約
20� の࣓ؾ特性向上を実現しました。今ま
でフェライトম࣓݁ੴやرྨ࣓ੴしか
用できなかった分野へ࠾用され始めていま
す。今後もさらに改良を加え、フェライトค
のՄ性を広げていきます。

ಠ自ٕज़で自動ंの
ݙߩ性にڥ

自社開発の熱ճऩ設උで
লΤωにઓ

〈製造部〉
部長

ยࢁ ӳ紀

〈開発部〉
部長

ౡ ହ৴ࡾ

V O I C E

リスΫ
アセスメンτの
औりΈ

����τϐοΫε
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　DOWA .&TA-T&$) T)A*-AND は、チϟ
チェンサオݝήートウェイ・γテΟ工業ஂ地
にҐஔし、自動車部品のܥメーカーに向
けて、とݺばれるコイルܗঢ়のಔ・ಔ合
金の加工、ۜ・ニッέル・スズを提供して
います。DOWA グループの国内工場と同等
の最新設備を༗し、ຊの品質ਫ४でྔ産
することで、タイでの現地ௐ達化を進める
、業のニーズに対応しています。またاܥ
ૉࡐとなるಔݪྉも自社グループ内から༌
ೖするため、ૉࡐから最終めっき製品まで
の総合的な品質保ূがՄです。
　今後は、Ҿき続き成長が見ࠐまれるアジ
アの自動車ࢢ場に対応すべく、工場૿設と
設備૿強を行います。約 2 ഒ規模となる新
工場では、র໌はすべて -&D 化、自વの
෩とޫを取りೖれる工を行うなど、環境
にྀした設計となっています。

ɹ%08"�.&5"-5&$)�5)"*-"/% Ͱɺ༗څͷΠϯλʔϯγοϓϓϩάϥϜΛઃ͚ɺ
ݩνϟνϡϯαΦݝͷେֶʢϥʔνϟφΧϦϯɾϥʔνϟύοτେֶʣ͔Βຖ
໊ͷΠϯλʔϯੜͷड͚ೖΕΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ����ʹɺ�໊ͷֶੜΛड͚ೖΕɺ
ཧ෦Ͱܦցͷϝϯςφϯε෦ͱػ � ͔݄ؒͷ実शΛ͍ߦ·ͨ͠ɻաڈͷΠϯλʔ
ϯੜʹࣾʹब৬͠ɺࡏݱϝϯςφϯε෦Ͱಇ͍͍ͯΔελοϑ͍·͢ɻ͜Ε
͔Β͕ࣾҬʹࠜ͟͠ɺͱʹൃల͢ΔͨΊɺޏ༻ͷग़ɺݱελοϑ͕
ࣾ͘Ͱಇ͖͍ͨͱ͑ࢥΔΑ͏ͳ৬場Λͯ͠ࢦɺ人ࡐҭͷॆ実ͳͲʹऔΓΈ·͢ɻ

　DOWA メタルテックは、自動車やిࢠ部品向けを中心に、高品質なಔ合金やめっき品、金属セラミック基൘を供څしています。新

場のトレンドを見ਾえ、時をઌ取りした技術・製品開発に取り組んでいます。また、アジアࢢྉ、めっきບなどお客様のニーズとࡐ

地Ҭを中心とした拠点を拡大し、お客さまのニーズにタイムリーにお応えできるグローバル供څ体制を確立しています。

　当社は、DOWA グループのωットϫーク
を׆用し、工程からഉग़する金属スクラップ
のリサイクルフローを自社グループ内でߏ築
しています。めっきに用されるو金属は、
γンガϙールやຊ国内の製࿉所で回ऩ、
ಔは DOWA メタル（੩Ԭݝ）でࡐ（ಔ）
にし、࠶び当社のݪྉとなります。タイ・
γンガϙール・ຊと広Ҭにわたる金属回
ऩを行うことができるのは、リサイクル事業
をグローバルに展開している DOWA グルー
プならではの強みです。

　また、当社は国ࡍ的なݯࢿ॥環を確実に
実施するため、ຖ年タイへ、༌ૹ～積
み替え～工場への搬ೖ～それͧれのリサイ
クル工程まで、トレーサビリテΟを໌確にし
たৄࡉな行ใࠂを行い、適ਖ਼に管理され
た॥環γステムのもと、リサイクルをਪ進し
ています。

　3FEVDF 3FVTF 3FDZDMF をγステム的に進
めることは、࣋続Մかͭ環境にやさしい
。えํですߟ業を目指す当社がॏ要とするا
一ྫとして、ࢲたͪは顧客サービスとして、
販売したಔ・ԫಔ品のスクラップをങい取っ
てリサイクルしています。そのためのॻྨ४
備やڐՄ申請などの手続きをਖ਼しく行うこと
は環境保ޢの一環となり、一ํで顧客の当
社に対する৴པ性を高めることになります。
それは経Ӧํʮ๏ྩを९कし、環境保ޢ
の一؏としてলエωルΪʵおよび 33 動を׆
業を目指اにやさしいٿ続的に行い地ܧ
す。ʯに基ͮいたࢲたͪの環境への取り組み
の一ͭです。

金属めっき専用ラインوの担当工程はࢲ　
で、ಔにۜもしくはニッέルめっきを加工
する工程です。スーパーバイβーとして品
質レϕル向上のため、工程内で発生するさ
ま͟まなҟৗに対応しています。一ྫとして、
めっき加工後のס૩工程で発生していたס
૩ෆ良に対応するため、既存のס૩設備に
ผ機ߏの設備を加してס૩ෆ良ゼロを達
成し、工程内ロスをݮしました。既設ラ
インの૿設や新規ラインの立ͪ上げに対し
ても、これまでの経ݧを׆かして対応してい
きます。

اܥ業のグϩーόル化をサϙーτ

〈DOWA メタルテック主要工場の紹介〉

ஙߏ॥γスςムのݯࢿࡍࠃ

〈環境担当〉
SBGFUZ O⒏DFS

NBQBQPSO
#PPUBNLIB

ి機・ిؔࢠ࿈自動ंؔ࿈を中৺にアδアの産業のूੵ地となっͨ
λイに2006 年Αりਐग़。メλルιリューγϣンの૯߹メーカーとして
銀・ニッέル・スズめっ͖の多彩なラインナップをଗ͑
Ϩスϙンスのߴいݱ地生産・څڙମ੍を࣮ݱしています。

DOWA�.&5A-5&C)�	5)A*-A/D
�CO��-5D�　
ॴࡏʗ (BUFXBZ�$JUZ�*OEVTUSJBM�&TUBUF,�$IBDIPFOHTBP�1SPWJODF,�5IBJMBOE
һʗۀै 66 ਓʢ2014�3 ）

෯͍χーζに応͑る
多࠼なめっ͖ ラインナοϓ

〈製造担当〉
SVQFSWJTPS

1BUUBZB
,SPOHXBFOH

V O I C E

DOWA METALTECHDOWA METALTECHDOWA METALTECHDOWA METALTECHDOWA メタルテック 金ଐ加工事業

地ݩ大ֶの
インλーン生を
༺࠾

����τϐοΫε

ۚଐѹԆઃඋۚଐѹԆઃඋ

%08"�.&5"-5&$)�5)"*-"/%%08"�.&5"-5&$)�5)"*-"/%ಔ߹ۚಔ߹ۚ

ଐΊ͖ͬ加ۚوଐΊ͖ͬ加ۚو

ۚଐηϥϛοΫճ࿏ج൘ۚଐηϥϛοΫճ࿏ج൘

ԫಔԫಔ

ۜΊ͖ͬઃඋۜΊ͖ͬઃඋ

事業分野 主な商品とサービス

金ଐ加工事業　�　めっ͖事業�　　ճ࿏ج൘事業
　ಔ・ԫಔ・ಔ合金の、ニッέルܥ合金、めっき、ԫಔ、
ԫಔ造品、و金属めっき加工品、金属セラミック回࿏基൘
など
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　DOWA サーモテックは、金属部品の耐久性向上に欠かせない熱処理技術のパイオニアとして、工業炉製造や加工において規模・

品質ともに国内トップクラスのサービスを提供しています。工業炉事業では、生産性が高く競争力のある熱処理炉や新しい表面処理

技術の開発などを進め、熱処理加工事業では、浸炭熱処理などの高い技術力を武器に、積極的な海外展開を進め、グローバル総

合熱処理メーカーを目指しています。

〈DOWA サーモテック主要工場の紹介〉

1956 年の設立以来、熱処理のメッカ・名古屋の地にて自社開発の
プラズマ窒化処理をはじめとする多彩な熱処理ラインナップで不動の地位を確立。
2006 年の DOWAグループ入り後は、中京地区の主力工場として
DOWA 熱処理事業の牽引役を担っています。

株式会社セム　
ॴࡏʗѪݹ໊ݝࢢਸ਼ึ۠ුౡொ 19ʵ̍
һʗۀै 98 ਓʢ2014�3 ）

国内࠷େڃの
ϓラζϚ化ॲ理

DOWA THERMOTECHDOWA THERMOTECHDOWA THERMOTECHDOWA THERMOTECHDOWA THERMOTECHDOWA サーモテック 熱処理事業

ॲཧఔॲཧఔ

ॲཧॲཧ

ॲཧॲཧ

ϓϥζϚԽॲཧϓϥζϚԽॲཧॲཧॲཧ

ॲཧॲཧ

事業分野 主な商品とサービス

熱処理加工事業 工業炉事業
　各種熱処理、各種表面処理、各種熱処理設備および付帯
設備の設計・製造・販売・メンテナンスなど

　セムの最大の特長であるプラズマ窒化処
理は、1974 年に自社開発で工業化に成功、
専用炉で受託加工を開始しました。現在は
自動車 AT（オートマチック）部品を中心に
年間 500 万個の処理体制を誇っており、1
拠点では国内最大級の規模です。DOWA
サーモテック唯一のプラズマ処理拠点とし
て、コストや処理適用範囲など顧客のニー
ズに応じたオールラウンドの窒化処理を展
開しています。
　顧客層が自動車業界のみならず、建設機
械、産業ロボット、船舶、航空など多岐に
わたっていることも、セムの特長です。プラ
ズマ窒化処理以外でも、アルミ合金熱処理
やガス浸炭処理など多彩な熱処理ライン
ナップを揃えており、これら幅広い顧客層の
多種多様なニーズに的確に応える体制を敷
いています。

ɹηϜͰॲཧٕͳͲ֤छ֨ࢿऔಘΛྭ͓ͯ͠ΓɺதͰ
ॲཧٕ࢜ʢ� ʣͷঁੑࣾ員ڃ � ໊Λ༴͢ΔͳͲɺҰ場ͱ͠
ͯͷ༗ऀ֨ࢿ %08" αʔϞςοΫͰ࠷େΛ͍ͯͬތ·
͢ɻ͜͏ ͨࣾ͠員ͷ֨ࢿεΩϧΛ͔ͯ͠׆ɺ日͔ࠒΒൃ׆ͳվ
ળ׆ಈΛల։͍ͯ͠·͢ɻͦͷՌͱ͠ ͯɺ%08" αʔϞςοΫ
άϧʔϓͰຖ։͞࠵Ε͍ͯΔ 2$ ۚɺۜΛडɺ͞Βʹվળఏࡢಈൃදձʹ͓͍ͯɺηϜදνʔϜ׆
Ҋͷఏग़݅࠷ଟΛ̐࿈ଓͰडɻޙࠓ͞ΒͳΔߴΈΛͯ͠ࢦɺ׆ಈΛਪਐ͍͖ͯ͠·͢ɻ

　セムは会社設立以来実に半世紀以上が経
過しており、築 30 ～ 40 年の工場建屋の老
朽化や業容拡大に伴う工場レイアウトのやり
繰りなど、既存建屋での対応に年々無理が
生じてきていました。中京地区において今
後も長きにわたり安定な事業基盤を確保す
べく、2011年度から 3ヵ年計画で主力 2 工
場（S2 工場：プラズマ窒化、N2 工場：ガ
ス浸炭）の建替プロジェクトに着手しました。
　S2 工場は従来 3 箇所に分散していたプラ
ズマ窒化炉16基を同じフロアに集約、作業
者の無駄な移動のゼロ化や設備管理の強化
で生産性を向上させると同時に、上下階の
クレーンによる製品吊り上げ作業も廃止して
安全性を高めました。N2 工場でもレイアウ
ト見直しによる無駄な運搬作業の廃止や未
処理・完成品の分離、熱処理設備と作業場
の分離による作業環境の大幅改善など、安
全・品質・生産性のさらなる向上を図るこ
とができました。

　2011 年に始まったＳ工場の建設、そして
今回のＮ工場の建設と約３年にわたり、建
設の主担当を務めてきました。今回の建設
では、操業しながらの工事であったため、
時間や工事エリア等の制限が多く、なかな
か計画どおりに進まないこともありましたが、
みなさんのご協力のおかげで事故も無く、
建設を終えることができました。この場を借
りて、感謝申し上げます。
　また、今回の大変な建設を乗り切ったセ
ムのメンバーであれば、ここからさらに良い
工場を目指せるはずです。自分達の工場を、
自分達の手でより良いものにできるよう、今
後も取り組みを続けていきたいと思います。

　今回３ヵ年計画にてプラズマ窒化処理工
場の建替え、浸炭工場の建替えを実施し老
朽化した建屋をリニューアルしました。２工
場の建替えを順次実施していくに当たり、
建設と顧客への工程変更申請、またそれに
伴う品質確認、変化点管理を並行して進め
ることができたのは従業員全員での協力が
あって実現できたことだと実感しております。
　今後、この名古屋の地で 20 年、30 年と
操業していくに当たり、今回の工場建替え
をスタート地点とし、今まで以上の品質向
上、幅広い顧客ニーズへの対応に取り組ん
でいきたいと思います。

プラズマ窒化処理を中核

工場リニューアルを機に
安全・品質・生産性を一層向上

〈生産技術課〉

河野 成宏

〈品質管理部〉

河村 孝太郎

V O I C E

2013年度
QC大会にて
金賞、銀賞を
受賞

����τϐοΫε

（株）セム（株）セム
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　2010 に発行͞Εた CSR の֨نࡍࠃ
*S026000 に͓いͯ、社会తの目త

ʮ࣋続Մͳ発展に貢献する ͱ͜ʯͱ定ٛ
͞Ε·͠たɻ環境、ਫ、৯ྐ、ශࠔʜ社会
が๊͑る՝多ذにΘたり·すが、தで

ʮ資源の有効ར用ʯ、ۚଐ資源Λར用
する ͱ͜で成りཱͬͯいる社の事業にͱͬ
ۙͳྖ域で͋り、ॏཁͳ社会՝࠷ͯ
ですɻ

　ఱવ資源で͋る߭ੴ、ফඅ͠続けΕ
いͣΕׇ͠ރ·すɻリサイクルॏཁͳղ
ܾ策ですが、ۚ ଐΛ効తにճऩする技術、
ͦのաఔで発生する有物ඇ有用物Λ安
全にॲ理するための技術ͱインフラඞཁで
すɻಉ࣌に、効తにリサイクルݪྉΛू
ՙする社会システϜのߏங、多छ多様ͳݪ
ྉΛॲ理するखؒίストͳͲ、リサイクル
にղܾす͖技術త・ࡁܦతͳ՝がؚ

·Εͯい·すɻ%08A グループで、ۚو
ଐ、Ոి、ࣗ動ं、用ࡁみখܕՈిͳͲ
෯いリサイクル事業Λࠃ内外で展開ͯ͠
い·すが、リサイクルͩけΛ行͏のでͳ 、͘
ࣗ社が有するഇغ物のதؒॲ理施ઃڀݚ
所、運༌部Λ活用͠、͞·͟·ͳଆ໘͔
Β資源の有効活用に向けͯ՝ղܾの取り
組みΛ進めͯい·すɻ

国内๏վਖ਼、ن制・基準強化、R&"C) ن
ଇ �RP)S 指ྩなどւ֎ن制、事業ॴ・製
品取Ҿ全ൠにる๏ن制のใ収ूと対応

େؾ、水࣭、૽Ի、ѱष対策、化ֶ物࣭
理、Թஆ化対策　

ແ事ނ・ແ災害、メンλルϔルス対策　

品࣭の֬保・向上、品࣭理体制の֬立　

従業員教育・ݚम制のඋ、ٕঝ、
Ωϟリア支援　

地、、ߑ水の防災・減災対策　

環境

ଆ ໘ リ ス ク 取 り 組 み  ༰ の ྫ

社会

ガόφンス

๏ن制

環境保全

安全衛生・健康

品࣭

教育

େن災害

%O8Aの事業と社会՝
ϦεΫͷೝࣝۀࣄಈΛ௨ͨࣾ͡ձ՝ղܾͷऔΓΈ׆ۀࣄ

　%08A グループで、࣋続Մͳ事業
活動のため、ʮ環境ʯʮ社会ʯʮガバナンスʯ
のଆ໘に͓けるリスクのચい出͠ͱධՁの
たɻ2013͠·࢝͠͠Λ開ݟ ݸผ
事業所Λ対ͱ͠ のリスクͱ対策状ࡏݱ、ͯ
況、தظに͓けるリスク૿େにͭいͯ、

CSR 部にΑるリスク調ࠪΛ実施͠、事業
所ͱ事業会社ผのॏཁリスクΛந出͠·͠
たɻ2013 のॏཁリスクԼදのͱ͓り
ですɻ

˓ւ֎ۀࣄॴのリスク
のリスクにՃ͑、海外の事業所に͓ه্　
いͯガバナンスଆ໘の՝ͱͯ͠、危ػ

管理、ෆਖ਼ࢭがॏཁͳリスクͱ͠ Β͛ڍͯ
Ε·͠たɻ
ຊ݁果Λ౿·͑、全社のॏཁリス、ޙࠓ　
クΛಛ定͠、対策ΛཱҊ・実行ͯ͠い͖·すɻ
·た、対策の進ḿ状況ΛϞχタリング͠継
続తにվળする活動Λ展開する ͱ͜で、全
社తͳリスク対策の強化ͱվળΛਤͬͯい͖
·すɻ

ʮݶΓ͋ Δۚଐݯࢿͷ
ଓՄͳར༻ʯͷऔΓΈ࣋

॥ࣾձݯࢿ
ଟ໘తΞϓϩʔν

ࣾձ՝ʹର͢Δ%08"άϧʔϓͷΞϓϩʔνͷྫ

$43ϦεΫ

ʪॏཁリスクʫ

%08"άϧʔϓɺ͜ͷΑ͏ͳ՝ͱ͖߹͍ͳ͕Βɺ
ɻ͢·͖͍ͯ͠ݙߩʹ༺ͷརݯࢿଓՄͳۚଐ࣋Λ௨ͯ͡ۀࣄ

すՄ性の͋る外部リスクにͭいͯ、ӈの΅ٴΛڹ状況にӨࡒՁ͓Αͼג、Ӧ成ܦ　
Α͏ ͳ߲目が͛ڍΒΕ·すɻৄࡉにͭいͯ、%08A グループのΞχϡΞルϨポートにͯ͠ࡌܝ
い·すɻ

IUUQ���XXX�EPXB�DP�KQ�KQ�JS�MJCSBSZ@OPUF�IUNM

　̙̤̬̖グループで、ا業理೦の実ݱ、
ཁҼͱͳるリӦ計画Λ達成する্で્ܦ
スクΛదに管理͠、社会తΛ果た͠、

͔ͭ社の࣋続Մͳا業Ձの向্に資
する ͱ͜Λ目తͱ͠ ͯ、リスクマネジメントに
取り組Μでい·すɻグループΛ取りר 事͘業

リスクの͏ͪ 、ʮܦӦリスクʯ取క会が、
ʮCSR リスクʯ CSR 部が֤部ͱ࿈ܞ
ͯ͠対応͠·すɻ

ӦϦεΫܦ ੈքࡁܦ

Ձのมಈג

ۚ૬ɺҝସ૬

ۚརのมಈ

ެత੍ن

やఀిࡂ

ɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏ
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ɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏɾݯࢿͷׇރɹɹɾݯࢿͷภੑࡏ

ɾഇغͷݮɾഇغͷݮɾഇغͷݮɾഇغͷݮ

資源の༗ޮར༻にؔする資源の༗ޮར༻にؔする資源の༗ޮར༻にؔする資源の༗ޮར༻にؔする資源の༗ޮར༻にؔする

ݮෛՙڥͷࢁ߭
●自વ環境に配慮した߭ࢁ開ൃ
●୳߭࣌۷࠾などにおける
���生物多様性への配慮

ٕज़ͷ্
●��元ૉのճ収
●গྔ多品छのリサイクルݪྉ対応
●ւ֎߭ࢁにおけるۚଐճ収ޮの向上
●ඍྔ元ૉのޮߴճ収

ϨΞϝλϧͷ֬อ
●自動ंഇ৮ഔからനۚଐճ収
●ガラスݚຏࡎからセリϜճ収

ւ֎ల։
●த国におけるՈిリサイクルۚو���ଐリサイクル
●シンガϙールにおけるۚوଐリサイクル

॥ݯࢿࡍࠃ
●%08"ւ֎ڌにおけるリサイクル
●ւ֎でٕज़・ઃඋ໘でճ収ࠔな߹は、
　本の %08" でదਖ਼にリサイクルڌ

ฆ૪߭ରԠ
●ฆ૪߭物フリー製࿉ॴのೝূを取ಘ
●%08"άルーϓฆ૪߭物理ํ
　に基づくݪྉ理

ϦεΫͷίϯτϩʔϧڥ
●リサイクルݪྉにؚまれるॏۚଐ、
���フϩンガスなどのదਖ਼ॲ理
減物のغ循環の推進によるഇݯࢿ●

ϦαΠΫϧݪྉͷ҆ఆ֬อ
●Ϥーϩού、アメリΧのڌを௨じ
　て自動ंഇ৮ഔをճ収

ϦαΠΫϧͷਪਐ
●Ոిリサイクル　��●自動ंリサイクル
ଐリサイクルۚو●
みখ型Ոిリサイクルࡁ༺●
●ഇ৯༻༉のリサイクル
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CSR方針と計画

　%08A グループのʮCSR 方針ʯ、ظతͳࢹ野で CSR 活動Λ推進するため、ࠃ࿈グロー
バル・ίンύクトのݪଇΛ౿·͑、%08A グループのا業理೦ͱ行動ൣنにଇり策定͠·͠たɻ
%08A グループ、͜の方針にܦ、͖ͮجӦͱҰ体ͱͳͬた CSR 活動の実ફΛ௨じͯ、社会へ
のΛ果たͯ͠い͖·すɻ·た、実効性の͋る CSR Λ推進するため、グループ報イントラネο
トͳͲΛ活用͠、グループ内への浸透・定ணΛਤͬͯい·すɻ
　·た、CSR 方針の制定࣌に *S026000 のத֩՝ΛݩにࣗݾධՁΛ行い、方針の実ફに
たり%08A グループが༏ઌతに取り組Ή͖ॏ施策Λઃ定͠·͠たɻا業ͱͯ͠の͋る
ӦΛ推進するため、͜ΕΒの施策の展開に取り組Μでい·すɻܦ

$43ํͱॏࡦࢪ

　%08A グループ、CSR 方針͓Αͼॏ施策に͖ͮج 4 ͭの分野でͦΕͧΕの目ඪΛ定め、CSR 活動に取り組Μで
い·すɻ2013 の活動成果・進ḿ状況Λ౿·͑ͯ、ޙࠓ継続తվળに取り組Μでい͖·すɻ2013 のॏ取り
組みのৄࡉͱ 2014 の՝にͭいͯ次ϖージҎ߱の分野ผの取り組み状況に͓いͯ、ৄࡉに͝報ࠂいた͠·すɻ

����ͷओͳ׆ಈ࣮

ʪ����׆ಈ࣮ʫ

Safety
安全

Environment
環境

Governance
企業統治

Society
社会

●「安全はすべてに優先する」との基本理念
に立ち、全従業員が自主的に活動に取り組
み、安全衛生水準の向上を目指す
●労働災害を防止し、従業員の健康づくりを
支援する

●お客様に対し、循環型社会の構築に寄与
　する製品・サービスを提供する
●事業活動における環境負荷、環境リスクを
低減する
●経営陣から従業員に至るまで、一体となっ
て環境保全活動に取り組む
●生物多様性に配慮した事業活動を行う

●地域特性に応じた社会貢献を地元と一体と
なって推進する

●開かれた会社、透明感のある会社を目指す
●国際的な取り決めに配慮し、贈収賄などの
腐敗防止に努める
●CSR に配慮した調達を行う

・リスクアセスメントの充実化

・全社安全教育の強化

・内部統制およびガバナンスの強化

・CSR 調達ガイドラインの策定

CSR 方針 重点施策

・環境対応製品、新エネルギー分野へ

の展開

・生物多様性調査およびガイドライン

の策定

・ダイバーシティ、ワーク・ライフ・

バランス推進

・CSR 教育の推進

・地域貢献

Governance

企業統治

Safety

安全

Environment

環境

Society

社会

●新規連結会社への内部統制整備活動支援
●中国ならびに東南アジア各社へ訪問指導　
●内部統制説明会の実施（約 260 名参加）　

●紛争鉱物調達に関する基本方針の策定
●金に関する CFS 認証を 2 社取得
●CSR 調達方針の策定と公開

－

●全社説明会（キックオフ）
●地区会議の立ち上げ

●東南アジア 物流安全活動支援
●中国安全大会の活動充実化

●危険体感教育の支援（306人受講）

●温室効果ガス排出量：CO2 換算 1,718 千トン
　国内温室効果ガス排出量　前年比 16％ 増加

●事業所ごとの取り組み状況のアンケートの
実施と現状把握

●銀生産量の増加
●銅電解技術の改善
●北米・アジアからのリサイクル原料集荷増

●LCA は未実施

●新エネルギー関連製品向け金属セラミック
回路基板の増産

●環境コンサルティング分野で太陽光発電、
洋上風力に関する業務の受注増

●生物多様性調査およびガイドラインの策定

●森林育成の推進（秋田県小坂町で広葉樹の
苗木約 5,400 本の植樹、森林管理の推進）

●グループで再雇用制度を改定し、定年年齢に
　到達した社員がやる気を持って働く環境を整備

●法定障がい者雇用率未達成
●定年退職者再雇用者数の増加

●次世代育成支援行動計画策定、公示
・子育て支援制度の認知度向上　
・労働時間短縮に関する労使の取り組み加速
  と新システム導入による労働時間管理の徹底

●新入社員を対象としたアンケートの実施
●計画年休など有休取得率向上のための
　取り組みの実施

●海外事業所の地域貢献情報の収集

●地域イベントの主催・運営（マラソン大会、
　クロスカントリースキー大会、さくらまつり など）

●メールニュースの発行
●CSR 重点施策に関する解説（CSR 調達や
　労働安全など）の掲載

P21

P22
P26
　

P28

P29, 30

P27

P35

P35

P10
P31

P31

P38

P32

P45

P46

P46

P40

P43

P39

○

◎

－

○

○

○

×

△

○

×

○

◎

○

○

△

○

○

○

○

海外事業所の内部統制強化

CSR 調達方針の策定

－

安全運動プロジェクトの
全社展開

海外での取り組み強化

危険体感教育の継続実施

温室効果ガス総排出量の削減

グループ内の温暖化対策の
取り組みに関する情報共有

リサイクル技術の開発強化

LCA 品目の選定

　

生物多様性保全のための
方針の策定

森林育成・管理の継続実施

高齢者活用の推進

障がい者雇用の推進

次世代育成支援行動計画の
策定

地域状況に応じた社会貢献
活動の拡充

社内向けCSRポータルサイト
の充実化

内部統制・
ガバナンスの強化

CSR 調達の推進

全社 CSR 活動の推進

リスクマネジメント
の充実化

全社安全教育の強化

温暖化対策

資源循環の推進

環境対応製品、新
エネルギー分野へ
の展開

生物多様性の保全

ダイバーシティの
推進

ワーク・ライフ・
バランス推進

地域貢献

CSR の社内浸透

ॏ ɹඪ ࡦɹࢪ ओͳ࣮ রทධՁࢀ
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Governance
اͯ͠ࢦΛ্Ӧͷ͞ΒͳΔ࣭ܦۀا

ۀ
౷
࣏

%08" άϧʔϓɺίʔϙϨʔτɾΨόφϯεʢۀا౷࣏ʣͷڧԽΛܦӦͷ࠷
ɺ͖ͮجʹʯൣنಈߦͱ؍՝ͷҰͭͱͯ͠Ґஔ͚ɺʮ%08"άϧʔϓͷՁߴ
෦౷੍ͷޮՌత͔ͭޮతͳମ੍උͱӡӦʹɺશࣾΛͯ͛ڍऔΓΜͰ͍
·͢ɻ·ͨɺۙɺ׆ۀاಈͷάϩʔόϧల։ʹ͍ɺαϓϥΠνΣʔϯΛ௨
ಈͷॏཁੑ͕૿͖͍ͯͯ͠·͢ɻ׆ͨ͡

　%08A グループでతにฆ૪߭物Λ調達ͯ͠いͳい ͱ͜ͱΑり、ʮฆ૪߭物ʯΛ用͠ͳいための対策Λ進め͓ͯり、2012
にʮฆ૪߭物に関する調達方針ʯʢෆ用のએݴʣΛެ開、2013  12 ݄に͜ΕΛվగの ʮ্ฆ૪߭物管理方針ʯͱ͠ ͯެ開͠·͠たɻ

　ฆ૪߭物ͱ、ίンΰຽओ共ࠃͱͦの
पล͔ࠃΒ࢈出͞Εるۚ、タンタル、スζ、
タングステンの͏ͪ 、地に͓けるྗ
組৫の資ۚ源にͳͬͯいるのΛ
取Ҿҕһ݊ূࠃすɻΞメリΧで、ถ·͠ࢦ
会ʢS&Cʣが 2012  8 ͠たʮΥー࠾݄
ルストリートվֵ͓Αͼফඅ者保ޢ๏ʯʢ௨
শυου・フランク๏ʣの࠷ऴنଇに͓いͯ、
ถࠃで্ͯ͠いるا業、2013  1 ݄
ʙ 12 ݄Λॳͱͯࣗ͠社品にʮฆ૪

߭物ʯΛؚΉ͔൱͔Λ S&C に報ࠂする ͱ͜
がن定͞Ε·͠たɻ

　%08Aグループถ্ࠃا業でͳい
ため、ฆ૪߭物に関する報ࠂのٛෛͬ
ͯい·ͤΜɻ͔͠͠対ͱͳる製品ࣗ動
、͠ࡏ化製品ͱେにଘి、ثػࢠి、ं
ྉ調ࠪのためサプライνェーンΛḪる͜ݪ
ͱで、がͯ社のΑ͏ͳૉࡐメーΧー、

製࿉会社にࢸり·すɻ
　͜のため、社 2011 Αりฆ૪߭物
対応のݕ౼Λ開࢝͠·͠たɻ·ͣ、2012 
8 ݄、ฆ૪߭物にͭいͯ %08A グループの
Λ方針にͱり·ͱめ、ެ開͠·͠たɻ͑͞ߟ
Βに、実ࡍの社での用状況ݪྉ調達
ઌに対ͯ͠調ࠪΛ実施するための管理シス
テϜのߏஙͱ、͋る߭物調達に対応す
る製࿉所ͱͯ͠ୈࡾ者のূ໌Λडけたฆ૪
߭物ඇ関༩のۚଐΛఏڙする ͱ͜ͳͲΛப
ͱ͠ た取り組みΛ進め·͠たɻ

　2013 、தࠃͳΒͼに౦ೆΞジΞ
֤社へ๚ࢦಋΛ実施͠·͠たɻ·た、内
部統制への理ղΛ進めるためઆ໌会ʢࠃ内ʣ
Λ実施͠、 260 ໊の社һがࢀՃ͠·͠たɻ
2014 ͜Ε·での内部統制の強化の
Ұ環ͱͯ͠、ࠃ内、海外の事業所に対͠、
ͦΕͧΕの実情に߹Θͤた活動の支援Λݸ
ผに実施͠·すɻ

　

　2013 調達方針のݟ͠Λ行い、
新たに CSR にྀ͠た調達方針Λ策定、ެ
開͠·͠たɻ2014 、方針にͮ͘ج
CSR 調達ガイυラインのඋͱ実ࡍの運用
に向けͯ、社内教育サプライϠーへのઆ
໌Λ推進͠·すɻ
　ฆ૪߭物にͭいͯ、খࡔ製࿉に続͖、
エίシステϜリサイクリングが、ίンフリクト・

フリー製࿉業者のೝূΛ取ಘ͠、͋る
߭物調達に取り組Ή٬ސにฆ૪に関ΘΒͳ
いリサイクルۚのఏڙΛ開࢝͠·͠たɻ

　2014 、事業活動Λ௨じた CSR 活
動Λ強化するために、͜Ε·での CSR の活
動成果・進ḿ状況Λ౿·͑ͯ CSR தظ目ඪ
のઃ定ͱॏ施策のݟ͠Λ行い·すɻ

　͋る製品にؚ·Εるฆ૪߭物の調ࠪΛ
行͏͜ ͱࠔで͋るため、ిࢠ業քの CSR
推進ஂ体で͋る &*CC� ͱ *C5 ηクターに͓
けるࡁܦ、環境、社会の࣋続Մ性Λ推進
する (FS* で、࠷্ྲྀにۙい製࿉所Λ
ࠪ͠、ʮฆ૪フリー製࿉ʯͱͯ͠ೝ定するプ
ログラϜʢC'S ೝূ制ʣΛ実施ͯ͠い·すɻ
ฆ૪フリーͱೝ定͞Εた製࿉所͔Β出ՙ͞Ε
るۚଐ、ฆ૪߭物でͳいͱݟͳ͞Εる
組みですɻ͜のプログラϜで、ಠཱ͠た
ୈࡾ者ػ関が製࿉ʗਫ਼製業者の調達活動Λ
ධՁ͠、͜ΕΒの業者がѻ͏すͯの߭ੴが
ฆ૪フリーの߭۷࠾、ࢁ͔Β࠾取͞Εた
の͔、͘͠リサイクルࡐྉ͔Ͳ͏͔Λ
அ͠·すɻ۩体తに、業者の調達方針

行動ൣن、調達ࡐྉの分ੳプロηス、調達
ઌのܾ定方๏、ͦͯ͠リサイクルࡐྉの定ٛ
がద͔Ͳ͏͔ͳͲΛݱ地ࠪͱจॻ֬ೝ
Λ௨じͯ͠ূݕ·すɻ
　%08A グループ 2012 Αり、製࿉所
ͱͯ͠ฆ૪߭物ඇ関༩のۚΛఏڙするため
ೝূ取ಘ४උΛ進め·͠たɻ
　ۚ・ۜ・ಔΛじめ多छྨのඇమۚଐΛ
取りѻ͏ෳ߹リサイクル製࿉所で͋るখࡔ製
࿉で、2012  8 ݄にۚに関する C'S ೝ
ূΛ取ಘ、2013  8 ݄にߋ新৹ࠪΛ௨
ա͠·͠たɻ·たۚوଐリサイクルʢೋ次ਫ਼
࿉ʣのエίシステϜリサイクリングで、ಉ
じۚ͘に関する C'S ೝূΛ 2013  12 ݄
に取ಘͯ͠い·すɻ
　いͣΕのೝূ、͓取Ҿઌʢサプライ
Ϡーʣの͝理ղ・͝ྗڠのͱで、ฆ૪߭
物ෆ用のূ໌が実͠ݱ·͠たɻ

、サプライνェーンのԼྲྀの͓٬ޙࠓ　
様に安৺ͯ͠ %08A グループのڅڙ品Λ͝
ར用いたͩけるΑ 、͏事業所のみͳΒͣグ
ループ全体でのリスク管理取ҾのϞχタリ
ング、教育ͳͲΛ推進͠·すɻ

෦౷ ɾ੍ΨόφϯεͷڧԽ

͋Δ߭ௐୡͷͨΊ
$'4Λऔಘ

ฆ૪߭ʹ͍ͭͯ

αϓϥΠνΣʔϯΛ௨ͨ͡
ࣾͷऔΓΈ

શࣾ$43׆ಈͷਪਐ

$43ௐୡ

　%08A グループで、サプライνェーン全体の取り組みͱ͠ ͯʮCSR
調達ʯΛॏ施策ͱ͠ ͯ取り組Μでい·すɻͳ͔で、ۚଐ資源Λओ
ཁ製品ͱͯ͠ѻ͏社、͓٬様ͱͱに͋る߭物調達Λ推進す
るため、&*CC�(FS* ˞のฆ૪߭物フリー製࿉所ʢC'SɿCPOq JDU 'SFF 
SNFMUFSʣೝূΛ取ಘ͠·͠たɻ
˞ &*CCɿ&MFDUSPOJD *OEVTUSZ CJUJ[FOTIJQ CPBMJUJPO　 
　 (FS*ɿ(MPCBM F�SVTUBJOBCJMJUZ *OJUJBUJWF 

紛争鉱物フリー製࿉所認証取得
Ψόφϯε

ʲॏࡦࢪʳ

$43 ํ　　●�開かれた会社、透明感のある会社を目指す�
　　　　　　　●�国際的な取り決めに配慮し、贈収賄などの腐敗防止に努める�
　　　　　　　●�CSR に配慮した調達を行う

●新ن࿈݁会社への内部統制活動支援

●த国ならびに౦ೆアδア֤社へ๚指ಋ

●内部統制આ明会の実ࢪʢ���໊ࢀՃʣ

　

●ฆ૪߭物調達にؔする基本ํの策定

●ۚにؔするC'Sೝূを�社取ಘ

●CSR調達ํの策定とެ開

˓

˕

ʵ

෦統੍ɾ
ΨόφϯεͷڧԽ

$43 ௐୡͷਪਐ

શࣾ $43 ಈͷ׆
ਪਐ

ւ֎事業ॴの

内部統制強化

CSR 調達ํの策定

　
　　　　ʵ

国内֎ݸ�ผ֤社活動支援

　

CSR 調達ガイドラインの策定

CSR 調達社内教育の推進

ฆ૪߭物理システϜӡ༻

CSR தظ目ඪのઃ定

ॏࢪ策のݟし

国内֎
��社

આ明会の
開࠵

企業統治 �(PWFSOBODF
ඪ

����

ࡦɹࢪ ओͳ࣮ ՝ɹ ඪධՁࢦ

����

ʮ%08"άϧʔϓฆ૪߭ཧํʯ

XXX�EPXB�DTS�KQ�BCPVU�QSPDVSFNFOU@QPMJDJFT�IUNM ʢຊޠʣ
XXX�EPXB�DTS�KQ�FO�DTS�QSPDVSFNFOU@QPMJDJFT�IUNM ʢӳޠʣ%08"άルーϓฆ૪߭ཧํ

分野に͓ける活動状況ͱ、2014࣏業統ا の՝ҎԼのͱ͓りですɻ׆ಈͷਐḿঢ়گ
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Governance

　%08A グループでίーポϨート・ガバ
ナンスの強化Λਤるため、ϗールσィングス
ͱグループ֤社が内部統制のجຊ方針ج
ຊシステϜΛ共有するͱͱに、۩体తͳ活

動で֤社͝ͱのಠࣗ性Λ活͔ͤるΑ͏ にす
る ͱ͜で、ג࣋会社制に߹Θͤた効果త͔
ͭ効తͳ内部統制Λਤͬͯい·すɻ
　内部統制のඋ運用のҰྫͱͯ͠、
%08A ૬ஊσスクのઃஔ内部ࠪの実施
にΑり、ෆਖ਼ෆ事のະવࢭͱૣظ発

じߨΛਤり、ඞཁに応じͯదͳાஔΛݟ
·すɻ·た、内部統制システϜ、事業内
༰社会環境のม化に߹Θͤͯݟ͠Λ続
けͳけΕͳΒͳいので͋り、システϜの
උΛҰ強ྗに進めͯい͖·すɻ

　%08A グループ、࢈業ஂ体に͓ける৹ٞ会フΥーラϜにࢀՃ͠、社会త՝のղ
ܾに向けたఏҊ施策のݕ౼、๏制の制定・ݟ͠、ࡍࠃతͳ࿈ܞͳͲ、ެ共策に関す
る活動Λ推進ͯ͠い·すɻ

%08A ϗールσィングス代ද取క社 ాࢁ ༤
2013    2 ݄ʙ 環境ল தԝ環境৹ٞ会 ҕһ
2012  12 ݄ʙ ʢ社ʣຊஂࡁܦ体࿈߹会 環境安全ҕһ会 ഇغ物・リサイクル部会 部会
2012    4 ݄ʙ ʢࡒʣ資源環境ηンター 理事

　·た、ຊ͓Αͼ֤ࠃのػ関が開࠵するࡍࠃ会ٞにੵۃతにࢀՃ͠、࢈業քのཱ͔
Β֤छ策策定に貢献ͯ͠い·すɻ

組৫ܗଶ   ࠪઃஔ会社
取కのਓ  6 ʢ໊定্のһɿ13໊ʣ
　͏ͪ 、社外取కのਓ 1 ʢ໊ಠཱһにࢦ定ʣ
定্の取కの1 ظ 
取క会のٞ  社
ࠪのਓ  4 ʢ໊定্のһɿ5 ໊ʣ
　͏ͪ 、社外ࠪのਓ 2 ໊

෦౷੍׆ಈ

ɾࣗ քͱͷؔΘΓۀ࢈ମɾ࣏

　%08A グループで、֤ 事業所・部に͓いͯ、͓ ٬様、גओ・資Ո、͓ 取Ҿઌ、地域社会、
社һͳͲのओたるステークϗルダーͱ ·͟͞·ͳखஈでίϛϡχέーシϣンΛ実施ͯ͠い·すɻ

　%08Aグループ、2009  3 ݄Αりࠃ࿈がఏএするا業のࣗओ行動ݪଇで͋るʮグローバル・
ίンύクトʯにࢀՃͯ͠い·すɻ社会の࣋続త発展に向けͯ、グローバル・ίンύクトの͛ܝるʮਓ
ʯのࢭ࿑ಇ・環境・ഊ・ݖ 4 分野に͓ける 10 ଇΛଚॏ͠、֬実に実ફͯ͠いݪ Α͘͏ 取
り組Μでい·すɻ ˓グローバル・ίンύクト・ジϟύン・ネοトワーク　IUUQ���XXX�VOHDKO�PSH

εςʔΫϗϧμʔͱͷؔΘΓ

ػࡍࠃ ɾؔ
ըࢀίϯιʔγΞϜͷࡍࠃ

%08"άルーϓでは、健全かͭޮ的に組৫をӡ営するとಉ࣌に、
ҙࢥ決定のਝ化と経営のޮ化のため、
ࣥ行員制を࠾༻するととに、ג࣋会社制をಋೖして
事業部をࢠ会社に分して͍ますɻ
また、「%08"άルーϓのՁ؍と行動ൣن」にଇり、
健全なا業経営を保ূし、経営の品࣭とޮをߴめるととに、
透明性の͍ߴ開かれた経営の実ݱに努めて͍ますɻ

コーϙϨート・ガόφンス体制

ձࣾࣾɺۀࣄ�˞
ɹϗʔϧσΟϯάεඇৗߦࣥۈ員Λ݉

ओ૯会ג

｜持株会社｜ ＤＯＷＡホールディングス株式会社

｜事業会社グループ｜

બɾղ

ɹɹࠪ

Ӧཧܦ

ɾಜࣔࢦ

ใɹɹࠂ

ॿɹɹݴ

ใɹɹࠂ

ɹɹࠪ

બɾղ બɾղ

ۀ
ߦࣥ

ɹɹࠪ

ձࠪܭ人

ɹɹಜ

औకձ
औక�໊

ʢ͏ͪࣾ֎໊̍ʣ

Ӧઓུձٞɹऔకܦ

˞員ߦձٞɹऔకɺࣥߦӦࣥܦ

։ൃɺ૯ɾ๏ɺࡐɾ人ࣄใɺ人ըɾا
ɺ$43ɺٕज़ɺใγεςϜࡒཧɾܦ

ࣾɹ

%
0
8
"
相
談
デ
ス
ク（
社
外
弁
護
士
）

௨ɹɹ

顧
問
弁
護
士

ใɹɹࣔࢦࠂɾಜ

ɹɹԉࢧ

｜サポート会社｜
%08"ςクϊϩδーࣜג会社

ٕज़αϙʔτ

%08"Ϛネδϝϯτサービスࣜג会社
αϙʔτࣄ

%08" ΤίγεςϜࣜגձࣾ
%08" ϝλϧϚΠϯࣜגձࣾ
%08" ΤϨΫτϩχΫεࣜגձࣾ
%08" ϝλϧςοΫࣜגձࣾ
%08" αʔϞςοΫࣜגձࣾ

ձࣾࢠۀࣄ֤

ࠪձ
໊ࠪ̐

ʢ͏ͪࣾ֎໊̎ʣ

˞ձࣾۀࣄ

ίーϙϨーτ・Ψόφϯスମ੍�ʢ�����݄ࡏݱʣ

　2013  5 ݄、Ԥभҕһ会・ถࠃエネルギーল・ຊの࢈ࡁܦ業লのओ࠵にΑりϕルギー
のϒリϡοηルで開͞࠵Εたʮୈ 3 ճถԤクリティΧルマテリΞル会߹ʯに͓いͯ、%08A
エίシステϜのനௗ環境ιリϡーシϣン室が、ຊのຽؒا業の代දͱ͠ ͯ、ถԤのリサ
イクルのಛൺֱ、クリティΧルメタルճऩの࠷新動向ͳͲにͭいͯߨԋΛ行い·͠たɻ
　会߹で、ϨΞΞースの۷࠾・ந出技術、代ସ・減技術、リサイクル技術Λ開発する

ͱ͜のॏཁ性が֬ೝ͞Ε、ޙࠓ関者、࢈業ք、ڀݚ者がҰ体ͱͳり、ۃࡾでྗڠ
体制Λߏஙͯ͠い͘͜ ͱが߹ҙ͞Ε·͠たɻ

ʮୈ�ճถԤΫϦςΟΧϧϚςϦΞϧձ߹ʯʹ ԋߨͯ

ओͨるスςークϗルμー ɹ会ɹػ

社άルーϓの提供する
製品・サービスを͝ར༻
になるすべてのお客様

社άルーϓのג主をは
じめとするݸਓ・ؔػ
Ոࢿ

社άルーϓの製品・
サービス提供にたり、
を͍た͍ͩて͍るྗڠ
ύートナーのํʑ

˓�ެฏ・ެਖ਼な基準による調達先のબ定
˓�サϓライνΣーンにおける CSR・　
　�環境活動の支援

େ化࠷業Ձのا�˓
˓�配�
˓�ใ開ࣔ・対

˓�製品・サービスの品࣭・安全֬保�
˓�環境配慮製品の提供
˓�お客様ຬʢCSʣのٻ�
˓�お客様ใのదな理

˓�環境保全活動�
˓�จ化・スϙーπなどの活動支援を
௨じた地域ৼڵへの貢献�

˓�教育活動　˓�ใ開ࣔ・対

˓�దਖ਼なධՁ・ॲ۰�　˓�ਓࡐの多様性֬保�
˓�ワーク・ライフ・バランスの推進�
˓�労働安全衛生の֬保�
˓�ਓࡐ育�　˓�ਓݖのଚॏ�

˓�֤छセϛナー・展ࣔ会
会ֶݟ�˓
˓�άリーン調達などお取Ҿ先への֤छઆ明会
˓�品࣭・環境査�　˓ا�業ྙ理૭ޱ�

�主૯会ג�˓
˓�決ࢉઆ明会、ࢿՈ向けઆ明会�
˓�アχϡアルϨϙート事業ใࠂॻのൃ行�
˓�8FC サイトでのใ開ࣔ

˓�֤छセϛナー・展ࣔ会
�ใ会　˓�֤छ環境ֶݟ�˓
˓�8FC サイトでのใ開ࣔ

˓�地域のํʑを対にしたֶݟ会�
˓�地域ஂ体へのࢀՃ�
˓�地域イϕントの主ࢀ・࠵ը・支援�
˓�リスクίϛϡχέーシϣン

˓�経営会ٞ�　˓�労໘ஊ
˓�ਓࡐ教育・環境教育�
˓�άルーϓใ、ϙーλルサイト
˓�社員のՈを対とするエίイϕントなど

社άルーϓ֤事業ॴ
と本業を௨じたؔΘり
がある地域社会のํʑ

社άルーϓで働く
社員とͦのՈ

͓٬༷

・ओג
資Ո

͓取Ҿઌ

Ҭ社会

社һ
ʢ社һ・Ոʣ

ըྫࢀ
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Governance

%08"άルーϓは、国࿈άϩーバル・ίンύクトの 、ଇのと、国੶、ਓछ、ຽ、फ教、性ผ、ྸݪ��
োが͍などによるෆなࠩผ、ࣇಐ労働、強制労働をېじ、腐敗防止に取り組Μで͍ますɻ
ਓݖに͍ͭては、ຖւ֎事業ॴをؚむ事業ࢠ会社にアンέート調査を実ࢪし、ݱঢ়Ѳに努めて͍ますɻ
また、���� は、த国のւ֎事業ࢠ会社を๚し、CSR 部によるݱ地ࢹと対応ঢ়گのώアリンάを実ࢪしましたɻ
���� にお͍て、ਓݖにؔΘるࠩผ、ࣇಐ労働および強制労働、また腐敗にؔする事ྫのใࠂはありまͤΜでしたɻ
のଚॏと腐敗防止に向けた取り組みを進めて͍͖ますɻݖ%08"άルーϓは、ਓޙࠓ

%08"άルーϓでは、ステークϗルダーととに進める CSR 経営の一環として、取Ҿ先をؚめた
CSR サϓライνΣーン・Ϛネδメントを目指して͍ますɻ
���� は、サϓライνΣーン全体で CSR を推進すると͍う؍から調達ํのվగを行͍ましたɻ
%08"άルーϓの調達を୲うؔ部と CSR 部とでݕ౼をॏͶ、従དྷの2C%ʢ品࣭、Ձ֨、ೲظʣに、
環境ਓݖ・労働安全などの社会的に対する取り組みとして「サステナビリティ」をՃ͑た CSR 調達ํを制定しましたɻ
は、本ํに基づくガイドラインを制定し、社内ਁ透およびお取Ҿ先への展開をਤりますɻޙࠓ

๏ྩ९कɾެਖ਼औҾ
ެ・たͪ、๏ྩ९कͱΑりެਖ਼ࢲ　 ฏΛୈҰͱ͠ 、取Ҿઌ様ͱの対ͳ取ҾΛ৺がけ·すɻ͓取Ҿ開࢝のલఏͱ͠ ͯ、
取Ҿઌ様に、全ͯの関࿈๏نͳΒͼに社会ൣنの९कΛ͓ئいいた͠·すɻ

దͳ࣭ͱదਖ਼Ձ֨࠷
͓、ಇのͱڠたͪ、取Ҿઌ様ͱのࢲ　 ٬様がඞཁͱする品࣭Λ֬保͠た品Λదਖ਼Ձ֨でఏ͠ڙ·すɻ取Ҿઌ様に、
品࣭保ূ体制のඋͱࢢڝ૪ྗの͋るՁ֨での資ࡐ・のఏڙΛ͓ئいいた͠·すɻ

҆ఆڅڙମ੍ͷߏங
څڙで͓٬様に対する品の安定࣌ٸۓࡂ、たͪ、グループ֤社に͓いͯ事業継続計画ʢ#CPʣΛ策定͠ࢲ　
にめ·すɻ取Ҿઌ様に、֬実ͳೲ֬ظ保のため、資ࡐ・の安定څڙ体制のߏங、͓Αͼෆଌのࡂ発生࣌
のリスクマネジメントΛ͓ئいいた͠·すɻ

αεςφϏϦςΟ
に貢献するため、3RʢRF�EVDF, RF�VTF, RF�DZDMFʣΛϕースに資源循環にめ、環ݱ続Մͳ社会の実࣋、たͪࢲ　
境ෛՙのগͳい資・ࡐػの༏ઌߪೖʢグリーン調達ʣΛ推進͠·すɻ取Ҿઌ様に、環境保全、ਓݖのଚॏ、࿑ಇ安全
Ӵ生の֬保Λ͓ئいいた͠·すɻ·た調達ج४ͱ͠ ͯ、͜ΕΒΛ࣋続తにվળするためのマネジメントシステϜΛඋ͑ͯい
る ͱ͜Λॏ͠ࢹ·すɻ

ใͷอޢ
者に開ࣔいた͠·ͤΜɻ取Ҿઌ様に、社グループͱの取ҾΛࡾՄͳ͠にୈڐ、情報Λີػたͪ、取Ҿઌ様のࢲ　
௨じͯಘたີػ情報、ݸਓ情報Λີݫに管理ͯ͠ൿີ保࣋にめるͱͱに、社のڐՄͳ 社͘外にެද͠ͳいΑ͏ ئ͓
いいた͠·すɻ

 $43 ௐୡΨΠυϥΠϯ
たͪ、%08Aࢲ　 グループ CSR 調達ガイυラインにͮج 調͘達Λ推進͠·すɻ取Ҿઌ様に、サプライνェーンͱͯ͠
CSR 調達Λ実ફͯ͠い た͘めに、ࣗ͝の調達ઌに͖ͭ·ͯ͠、ຊ方針Λ͝理ղ・͝ྗڠいたͩけるΑ͏ 、पΛ͓ئい
いた͠·すɻ

人ݖへの取り組み、ഊࢭ サプライνΣーン・マネジメント

コンプライアンス

　ै業һにͱͬͯΑり安৺でշదͳ৬環
境Λ目͠ࢦ、ै業һが৬に͓けるみͳ

ͲΛސห࢜ޢに૬ஊで͖るʮ%08A
૬ஊσスクʯΛઃけ、社内ポスターͳͲで
पͯ͠い·すɻ
　·た、͓取Ҿઌྗڠ会社ͱのΑり݈全

ͳύートナーシοプΛߏஙするため、社外に
͜の %08A ૬ஊσスクの૭ޱΛ開์͠、
͓取Ҿઌྗڠ会社のै業һར用で͖る
Α͏ にͯ͠い·すɻ

たͪࢲ　 %08A グループ、CSR 調達方針にͭいͯ取Ҿઌ様
の理ղΛଅ進͠、ͦ の浸透にめ·すɻ取Ҿઌ様の選定に͋たͬ
ͯ、2ʢクΦリティʣ、Cʢίストʣ、%ʢσリバリーʣに、環境
保全ਓݖへのྀͳͲの社会తに対する取り組み Sʢサ
ステナϏリティɿ࣋続Մ性ʣΛՃ͑、ެਖ਼・ެฏ͔ͭ総߹త

にධՁ・選定͠·すɻ

٬͓、ஙにめߏの৴པ関ޓたͪ、取Ҿઌ様ͱの૬ࢲ　
様の ·͟͞·ͳχーζにత֬に応͑͏ る༏Εた品ͮ り͘のύー
トナーͱ͠ いがൟӫするޓ͓、ͯ ͱ͜Λ目͠ࢦ·すɻ

%08"άルーϓにお͍て、「९๏」に͍ͭては、ا業経営の基本をすのとҐஔけ、άルーϓ行動基準に基づ͖、
内部統制の強化教育を֩とした対策に取り組Μで͍ますɻ

˔ 社内にا業ྙ理室Λઃஔ
˔ ຖ݄९๏会ٞΛ開͠࠵、९क状況の֬ೝ
˔ ৬࠙ஊ会ので֤छن定ガイυラインのपΛ実施
˔ 社内ษ強会、社外ߨश、௨৴教育の実施
˔ ௨報マχϡΞルのߏஙͱप

˔ %08A グループの方針ج४にͭいͯ、全ै業һΛ対ͱする社内教育の実施ʢதࠃʣ
˔ %08A グループの行動ج४Λ、தޠࠃに༁͠事業所内にࣔܝʢதࠃʣ
˔ ै業һがװ部ͱ対、૬ஊで͖る組みのߏஙʢதࠃ・タイʣ
˔ 目安ശのઃஔʢதࠃʣ
˔ CPNQBOZ SVMF CPPL の策定ʢถࠃʣ

૬ஊ૭ޱ

$43ௐୡํ

たちࢲ　 %08"άルーϓは、ا業が社会の一員である͜とをೝࣝし、๏をकり、社会のྑࣝをଚॏした
に向けて自主的「循環社会ݯࢿ๛かならしのと」、業活動を行うため、άルーϓ行動基準を定めا
に行動して͍͖ますɻ

άϧʔϓߦಈج४ɹXXX�EPXB�DP�KQ�KQ�BCPVU@EPXB�DWJTJPO�IUNM

ॴͷۀࣄࠃ
औΓΈྫ

ւ֎ۀࣄॴͷ
औΓΈྫ

1

2

3

4

5

6
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Safety
άϧʔϓશମͰ҆શϨϕϧͷఈ্͛

҆
શ

%08" άϧʔϓͰɺʮ҆શͯ͢ʹ༏ઌ͢Δʯͱͷجຊཧ೦ʹ͖ͮجɺࠃ
֎ͷશۀࣄॴʹ͓͍ͯ҆શӴੜҕһձͳͲͷ৫Λඋɺؒܭըʹ͍ͮج
ͯ͞·͟·ͳ҆શ׆ಈΛల։͍ͯ͠·͢ɻಛʹҰࡢ͔Βʮશࣾ҆શӡಈ
ϓϩδΣΫτʯΛ্ཱͪ͛ɺ۠୯ҐͰͷ߹ಉऔΓΈڧԽͳͲɺάϧʔϓશମ
ͷ҆શϨϕϧͷఈ্͛ʹྗ͍ͯ͠·͢ɻ

　安全運動プロジェクトの全社展開のため、
2013 ্ظに活動ΩοクΦフͱͳる全
社આ໌会Λ開࠵、Լظに֤地۠ຖに事
事会社ʣΛઃけͯ地۠内֤社の活動װʢہ
状況の共有化૬ޓॿݴͳͲΛ行͏ʮ地۠
会ٞʯΛ্ཱͪ͛·͠たɻ
　2014 、͜の地۠会ٞΛओ体ͱ͠ ͯ
地۠͝ͱの活動の充実化Λਤͬͯい͖·すɻ

　海外で、౦ೆΞジΞʢタイ・インυネ
シΞʣに͓ける物ྲྀ事業の安全活動支援
தࠃ全社がࢀՃする安全େ会の活動充実
化Λ推進͠·͠たɻݱ地ローΧル社һの安
全୲者の育成ै業һの安全ҙࣝ
向্ͱいͬたॾ՝に対ॲす 、͘2014
海外֤社のローΧル社һΛ対ͱ
͠たʮདྷݚमプログラϜʯΛ %08A グ

ループのテクχΧル・トϨーχングηンター
ʢ੩Ԭݝ൬ాࢢʣで新たに্ཱͪ͛·すɻ
　危険感ड性安全ҙࣝΛ高めるための
危険体感教育にͭいͯ、2010 Αり
ຖ継続ͯ͠実施ͯ͠いる 5A#.&Cʢגʣ
の安全体感ಓのडߨΛ継続͠·すɻ·
た海外֤社のローΧル社һ向けにʮདྷ
मプログラϜʯのҰ環ͱͯ͠、%08Aݚ メ
タルのηーフティ・トϨーχングηンター
Λ活用͠た危険体感教育Λ行͏༧定ですɻ

ϦεΫϚωδϝϯτͷॆ࣮Խ શࣾ҆શڭҭͷڧԽ

　%08A グループで、2012  9 ݄にʮ全社安全運動プロジェクトʯΛ্ཱͪ͛、͜ΕΛ安全のॏ
施策ͱҐஔけͯい·すɻ安全Ӵ生ҕһ会ύトロールͳͲ、ࠃ内外Θͣすͯの事業所で安全活動
が展開͞Εͯい·すが、事ࡂނが多い事業所ͱগͳい事業所のࠩʢギϟοプʣにͭいͯ͠ߟた݁果、
ಛに安全活動に対するʮ取り組みの࢟ʯʮ取り組み方ʯにେ͖ͳҧいが͋る ͱ͜Λݟ出͠·͠たɻͦ で͜、
事ࡂނがগͳ 安͘全活動に͓いͯ成果Λ্͛ͯいる事業所の活動内༰Λϕースに、࠷実効性の高い
安全活動のり方ʹʮ͋る͖࢟ʯΛ定めͯ、͜ΕΛ全社に展開する ͱ͜で、グループ全体の安全Ϩϕ
ルのఈ্͛Λਤる、ͱい͏方針Λଧͪ出͠·͠たɻ

　͜のプロジェクトʮ୭ոզΛ͠ͳいʯʮ୭にոզΛͤ͞ͳ
いʯΛスローガンに͛ܝ、安全୲取కΛ者ͱ͠、全ࠃ
֤地のओཁ事業所͔Β安全活動のʮΩーマンʯΛ໊ͯ͠ࢦプロ
ジェクトメンバーͱͯ͠ঌू、ώϠリϋοトリスクΞηスメント、
安全ύトロールͳͲの安全活動のʮ͋る͖࢟ʯʢ活動ཁྖ ͳ
Ͳʣにͭいͯ 1 ۙٞ͘ ΛॏͶ͖ͯ·͠たɻ͜のΑ͏ にٞ
Λߏͯܦங͞Εた %08A グループの安全ඪ४ʹπールʢώϠリ
ϋοト活動、リスクΞηスメント、安全ύトロール  10 ߲目ʣΛ、
2013  8 ݄の全社આ໌会Λ事実্のΩοクΦフͱͯ͠、グルー
プ全体へ展開ͯ͠い·すɻ

　֤社に͓けるݸผ活動ΛフΥローするため、2013 Լظ
に地۠ຖの活動組৫ͱͯ͠ʮ地۠会ٞʯΛ発ͤͯ͞い·すɻ
͜の会ٞ体、全֤ࠃ地にࡏする事業所Λ所ଐ事業会社に関
ͳ ϒ͘ロοク分けͯ͠、ͦΕͧΕに事ہʢװ事会社ʣΛઃけ
ͯ、地۠内֤社の活動状況の共有化૬ޓॿݴͳͲΛ行͏ͱ
ͤ͞るػͯ͠ ͱ͜Λ目తͱ͠ ͯい·すɻ͜ΕにΑり、֤社に͓け
る安全運動の展開・浸透ΛҰ強ྗに進めͯΒい、͓ޓいに
ఠ͠߹いͳがΒ地۠全体の安全Ϩϕルの向্Λਤり·すɻࢦ
　2014 、͜ の地۠会ٞΛओ体ͱ͠ ͯ、֤ 地۠ຖの活動ʢ߹
ಉύトロール、地۠内ࠪ ʣの充実化Λਤͬͯい͖·すɻ

全社安全運動プロジΣクト
҆શ

ʲॏࡦࢪʳ

$43 ํ　　●�「安全はすべてに優先する」との基本理念に立ち、全従業員が自主的に活動に取り組み
　　　　　　　　��安全衛生水準の向上を目指す�
　　　　　　　●�労働災害を防止し、従業員の健康づくりを支援する

安全分野に͓ける活動進ḿ状況ͱ、2014 の՝ҎԼのͱ͓りですɻ׆ಈͷਐḿঢ়گ

●全社આ明会ʢΩοクΦフʣ

●地۠会ٞの立ち上͛

●౦ೆアδア�物ྲྀ安全活動支援

●த国安全େ会の活動充実化

ʣߨ体感教育の支援ʢ���ਓडݥة●

˓

˓

˓

ϦεΫϚωδϝϯτ
ͷॆ࣮Խ

શࣾ҆શڭҭͷ
Խڧ

安全ӡ動ϓϩδΣクト

の全社展開

ւ֎での取り組み強化

体感教育のݥة

ࢪଓ実ܧ

地۠活動の充実化

ผ֤社のϓϩδΣクト展開フΥϩーݸ

དྷݚमϓϩάラϜ立ち上͛

　

ࢪଓ実ܧ体感教育のݥة

ւ֎事業ॴ֤社への展開

業災害ٳ
の減

生ظ�
��໊डೖ

ؒ���໊
डߨ

҆શ �4BGFUZ
ඪ

����

ࡦɹࢪ ओͳ࣮ ՝ɹ ඪධՁࢦ

����

ϓϩδΣΫτϝϯόʔΛத৺ʹɺ̓ શ׆ಈͷʮ͋Δ͖࢟ʯ��
%08" άϧʔϓͷ҆શඪ४Λࡦఆ

ྑ ʢ͍ઌਐతʣྫࣄΛάϧʔϓશମʹల։ɺ
҆શ׆ಈͷ͞ΒͳΔఈ্͛ΛਤΔ

グループ内のྑいʢઌ進తʣ安全活動事ྫΛϕースに、ඪ४తͳ取り
組み事߲ͱͦのதʢ組みʣΛܾめͯ、グループ全体で取り組Ή

֤事業所でʮ͋る͖࢟ʯͱ
状のギϟοプΛ֬ೝݱ

ʮ͋る͖࢟ʯの実ݱに向けた
վળ計画ΛཱҊʙ実施

վળ݁ՌΛ۠Ͱ
૬ޓにνΣοクɺٞ 

͞Βͳるվળ策Λ
ཱҊʙ実施

・ʮトοプダンʢଈ効性ʣʯͱʮϘトϜΞοプʢ継続性ʣʯのҰ体化
・安全活動の実効性の向্
・全һࢀՃの安全活動、活動に͓けるׂ分୲の໌֬化

ํɹ

Ωーϫーυ

ス
ύ
イ
ϥ
ル
Ξ
ỽ
プ
Ͱ

҆
શ
Ϩ
ϕ
ル
Λ

্

ͷޙࠓ
Խڧ
ϙΠϯτ

҆ શ ӡ ಈ ϓ ϩ δΣΫτ
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Safety

%08"άルーϓでは、全社安全ӡ動ϓϩδΣクトを
開࢝するҎલより、全国֤地の事業ॴ߹ಉの
安全クϩスύトϩール環境安全ίンϓライアンス・セϛナー、
リスクアセスメントൃද会などをຖ定ظ的に開࠵し、
άルーϓ全体として安全活動を推進して͍ますɻ

　社外ࢣߨΛট͖、安全・環境関࿈のίン
プライΞンスのٛߨ、ଞ社環境事ނのέー
ススタσィ、環境事ނ発生࣌のロールプϨ
イԋशͳͲΛ௨じͯ、環境・安全ҙࣝの向
্Λਤͬͯい·すɻ͜のίンプライΞンス・
ηϛナー 2010 Αり開͓ͯ࢝͠り、
2013  4 Օ所で開࠵、計 81 ໊がड
たɻ͠·͠ߨ

部地域の事・ژ内の部・関౦・தࠃ　
業所Λ対ͱ͠ ଇͱ͠ݪ、ͯ ֤ͯؒ 1 ճͣ
ͭ、֤地域の事業所メンバーओ体で߹ಉの
安全クロスύトロールΛ開ͯ͠࠵い·すɻ所
ଐ事業会社のΛ͑ͯ、ୈࡾ者のࢹで
ෆ安全状ଶ行動Λࢦఠͯ͠Β͏͜ ͱで、
֘事業所の安全ϨϕルͳΒͼにύトロー
ルࢀՃ者の危険感の向্Λਤͬͯい·すɻ
2013 計 61 ໊がࢀՃ͠·͠たɻ

%08A グループで、ຊࠃ内ಉ様に海外֤地域・֤社に͓いͯ安全活動Λ推進ͯ͠い·すɻಛにۙڌ
がٸに૿͑たΞジΞ地域、ͱりΘけタイͱதࠃに͓ける安全活動のڌؒަྲྀΛॏతに進めͯい·すɻ

　౦ೆΞジΞ地域のओཁマーέοト地ͱͯ͠
世քத͔Β͞·͟·ͳ࢈業がू݁ͯ͠いるタ
イに、%08A グループطに 4 事業会社
5 、Αりࡢい·すɻͦ͜でͯ͑ߏΛڌ
ຊࠃ内ಉ様に全ڌ߹ಉの安全取り組み
Λ開࢝͠·͠たɻ֤ڌͪ࣋ճりで߹ಉ安全
ύトロール安全会ٞͳͲΛ開͠࠵、ಛに
が所ଐ会社のΛ࢜地の安全୲社һಉݱ

͑たਓతネοトワークのߏஙΛਤり·͠たɻ
·たࡢ 1 ؒの取り組みのకめ͘͘ りͱ
ͯ͠、タイࠃ内でʮ%08A SBGFUZ AXBSEʯʢ安
全活動の成果発ද会ʣΛバンίクࢢ内のϗ
テルで開͠࠵·͠たɻインυネシΞத͔ࠃ
Β発දエントリーが͋り、ࢀՃ者にΑる૬
で্Ґ࠾ޓ 3 νーϜΛදজ͠、ͦの成果
Λ๙めশ͑·͠たɻޙࠓҾ͖続͖ڌؒ
ަྲྀの活発化にめ、タイ全体の安全Ϩϕ
ルのఈ্͛にྗͯ͠い͖·すɻ

　2013  5 ݄、%08A Ԭ ࢁ 事 業 所ʢ ෑ
地内 9 事業ࢠ会社ʣが、Ԭݝࢁ࿑ಇج४
支部Αりʰ安全Ӵ生管理༏ྑදজࢁ会Ԭڠ

ʮஂ体ʯɦ Λड͠·͠たɻडの理༝、

2012 の࿑ಇࡂがօແで͋ͬた͜ͱ
ͱ、ࡢࢁで開͞࠵Εた全ࠃ安全Ӵ生େ
会で、ಠࣗΧリΩϡラϜにΑる৬教育の実
施発Ԏེࢎ出ՙ࡞業のリスクΞηスメント
にͭいͯڀݚ発දΛ行͏ͳͲ、ߏ成事業
の࿑ಇࡂࢭにد༩ͯ͠いる ͱ͜がධՁ͞
Ε·͠たɻ

　2013  10 ݄、ʮୈ 60 ճळా࢈業安全
Ӵ生େ会ʯが開͞࠵Ε、ळాジンクιリϡー
シϣンζ͔Β、製部・業グループの͋る
४ج࿑ಇݝグループリーダーがʮळా౻ࠤ

ࠤਓΛड͠·͠たɻݸ会会ʯのڠ
౻グループリーダー、2002 ͔Β安全Ӵ
生୲ͱͯؒ͠活動計画のཱҊͱͦの
行にܞΘ͖ͬͯ·͠たɻ·た、ै業һへのリ
スクΞηスメントの安全教育にҙΛͬ࣋
ͯ取り組み、事ࡂނの発生ࢭにめた

ͱ͜がධՁ͞Εͯ、डにͭͳがり·͠たɻ

　%08A グループ 7 でࠃΛ༴するதڌ
、2011 ͔Βຖ 2 ʙ 3 ճのසで֤
社ͪ࣋ճりのʮதࠃ安全会ٞʯΛ開ͯ͠࠵
い·すɻ全ڌのܦӦͳΒͼに安全୲
者がࢀՃ͠、֤社に͓ける߹ಉクロスύト
ロール、֤社͔Βのۙの事ࡂނ事ྫの

報͓ࠂΑͼ౼ٞͳͲΛ行ͬͯい·すɻ2013
 CSR 部͔Βຖճ出੮͠、ຊに
͓ける安全活動の事ྫհ情報・ҙަݟ
Ճのࢀڌ全ޙࠓͳͲΛ行い·͠たɻ
安全会ٞҎ外で、共௨՝・テーマにಛ
化͠たڌؒަྲྀݱ地社һ対の߹ಉษ
強会ͳͲΛ充実ͤͯ͞い͖·すɻ

労働安全Ӵ生の取り組み

社会からのධՁ

҆શ׆ಈの
推進

શ҆ڥ
ίϯϓϥΠΞϯεɾηϛφʔ

҆શΫϩεύτϩʔϧ

λΠ

ʮ҆શӴੜཧ༏ྑදজʯ
ஂମΛड

ʮ࿑ಇج४ڠձձʯ
ਓΛडݸ

தࠃ

ւ֎ͰͷऔΓΈ

ͰͷऔΓΈࠃ ʲ%08A グループの事業所に͓ける 2013 の事ࡂނ状況にͭいͯʳ
ް生࿑ಇলࡂ統計に͓けるಉنの事業所でのͱൺֱするͱ、 2�89 に対ͯ͠ 1�30、強にͭいͯ 0�28 に対͠ 0�06
ͱͳり、いͣΕࡂ統計ΑりいΛࣔͯ͠い·すɻ
˞ै業һが 30 ʙ 99 ਓʢ社の事業所に͓けるฏैۉ業һʣの 2012 のࡂ統計֬定ͱൺֱ

࿑ಇࡂͷൃੜঢ়گ
リスクΞηスメント発ද会

環境安全ίンプライΞンス・ηϛナー2013  ηϛナー 開࠵実

安全クロスύトロール2013  ύトロール 開࠵実

タイ %08A SBGFUZ AXBSE

தࠃ 安全クロスύトロール

エίシステϜઍ༿

エίシステϜࢁཅ

খࡔ製࿉

セϜ

�݄��

�݄��

��݄��

�݄��

��໊

��໊

��໊

��໊

実施場所 実施日 参加人員

エίシステϜઍ༿

খࡔ製࿉

%08"ϋイテοク

サーϞテοクా

�݄��

�݄��

��݄��

��݄��

��໊

��໊

��໊

��໊

実施場所 実施日 参加人員

ଓ͠ɺܧΛࡂɾແނࣄಈΛਪਐɾվળ͢Δ͜ͱʹΑΓɺແ׆͞Βʹ҆શӴੜޙࠓ
ࣾһͷ҆શͱ݈͓߁Αͼۀۀاͷ্ʹऔΓΈ·͢ɻ

29 30DOWA CSR REPORT 2014



Environment
ݮϦεΫڥෛՙɾڥಈͷ׆ۀࣄ


ڥ

%08" άϧʔϓͰɺڥอશΛܦӦʹ͓͚Δॏཁͳ՝ͱҐஔ͚ɺऔΓ
ΈΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ%08" άϧʔϓͷ׆ڥಈɺຊۀΛ௨ͨ͡ڥɾࣾձ
ͷऔΓΈͱɺࣗࣾͷ׆ۀࣄಈʹ͓͚ΔڥෛՙΛͤ͞ݮΔ͜ͱͷཱ྆ɺͭ
·Γڥอશ׆ಈͱಉࡁܦʹ࣌తՁͷग़Λ͜͏ߦͱͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

　2013 、生࢈ఔのলエネルギー
Λத৺ͱする地ٿ温暖化対策に取り組み·
͠たが、グループ全体の排出量、લ
の 1,490トンに対ͯ͠、1,718トンに૿Ճ
͠·͠たɻࠃ内での排出量૿Ճ、生࢈・
ॲ理量の拡େにΑる೩ྉ用量の૿ՃにΑ
るのですが、ిྗ会社の排出のが
Ξοプ͠た ͱ͜排出量のΛԡ্͛͠るཁ
Ҽͱͳͬͯい·すɻ2014 、いͬͦ͏
の削減に取り組Ήͱͱに、ࣗવエネルギー
で͋るਫྗ発ి、ଠཅޫ発ిͳͲのࣗՈ発
ి量の૿ՃΛ目͠ࢦ·すɻ

　খࡔ製࿉で、ిࢠスクラοプͳͲのリサ
イクルݪྉに対応Մͳリサイクルで、
ಔۚ、ۜͳͲのۚଐΛճऩͯ͠い·すɻ
2013 ͜のۜの生࢈量がຊҰͱͳ
り·͠たɻ·た、ಔిղఔのվળΛਤり、
ૢ業Λ安定ͤ͞·͠たɻ2014 、リサ
イクル技術の向্にՃ͑、グループ内での
資源循環の拡େに取り組み·すɻ

　2013 、環境対応製品の拡େΛ目
͠ࢦ LCA に取り組Ή計画で͠たが、ద

ͳ対品目のߜりࠐみにࢸり·ͤΜで͠たɻ
新エネルギー分野への展開にͭいͯ、ଠ
ཅޫύネルのࡐྉͱͳるۜがա࠷ڈ高の出
ՙ量ͱͳり、·た環境ίンサルティング事業
でଠཅޫ発ిのಋೖにる調ࠪ技術ূݕ
に関する業が拡େするͳͲ、新エネルギー
のಋೖ・ී に貢献͠·͠たɻ2014ٴ 、
新・লエネルギーに貢献する技術開発分
野の多様化に向けͯ取り組み·すɻ

　2013 、%08A グループの生物多様
性جຊ方針ͱ行動ࢦ針Λ策定͠·͠たɻ2014
、方針の社内展開ͱ、生物多様性保全
計画策定のための調ࠪΛ進め·すɻ

ԹஆԽରࡦ

ࢦಈߦ

॥ͷਪਐݯࢿ

ରԠɺڥ
৽ΤωϧΪʔͷల։

ੜଟ༷ੑอશ

　%08A グループの事業活動、ݪྉの調達、ਫエネルギーのڅڙͳͲ、ࣗવ͔ΒܙみΛडけͯいる
Ұ方、ഇغ物、 排ਫ、化ֶ物࣭ C02 の排出ͳͲにΑͬͯత・ؒతにӨڹΛ༩͑ͯい·すɻ͜の
ೝࣝのͱ、社生物多様性ͱͦΕΛ支͑る環境保全にͭͳがる活動Λ展開͠·すɻ

生物多様性への取り組み
ڥ

ʲॏࡦࢪʳ

$43 ํ　　●�お客様ʢސ客、地域などʣに対し循環型社会の構築に寄与する製品・サービスを提供する�
　　　　　　　●�事業活動における環境負荷、環境リスクを低減する�
　　　　　　　●�経営陣から従業員に至るまで、一体となって環境保全活動に取り組む
　　　　　　　●�生物多様性に配慮した事業活動を行う

環境分野に͓ける活動進ḿ状況ͱ、2014 の՝ҎԼのͱ͓りですɻ׆ಈͷਐḿঢ়گ

●ԹࣨޮՌガスഉग़ ɿྔC0ࢉ�����ઍトン
　国内ԹࣨޮՌガスഉग़ྔ　લൺ��ˋ૿Ճ

●事業ॴ͝との取り組みঢ়گのアンέートの
実ࢪとݱঢ়Ѳ

●ۜ生ྔ࢈の૿Ճ
●ಔిղٕज़のվળ
●ถ・アδアからのリサイクルݪྉू荷૿

●-C"はະ実ࢪ

●新エネルギーؔ࿈製品向けۚଐセラϛοク
ճ࿏基൘の૿࢈

●環境ίンサルティンά分野でଠཅޫൃి、
༸上෩ྗにؔする業のड૿

●生物多様性調査およびガイドラインの策定

●ྛ育の推進ʢळాݝখࡔொで༿थの
බ����本の২थ、ྛ理の推進ʣ

ʷ

˚

˓

ʷ

˓

˕

˓

ԹஆԽରࡦ

॥ͷਪਐݯࢿ

ରԠɺڥ
৽ΤωϧΪʔ
ͷల։

ੜଟ༷ੑͷอશ

ԹࣨޮՌガス૯ഉग़ྔ
の減
άルーϓ内のԹஆ化対
策の取り組みにؔする
ใڞ༗

リサイクルٕज़の
開ൃ強化

-C"品目のબ定

　
　

生物多様性保全のため
のํの策定

ྛ育・理のܧଓ
実ࢪ

ԹࣨޮՌガス૯ྔ減
自વエネルギーൃిྔ
ʢଠཅ ・ޫ水ྗʣの૿Ճ

ใの͑ݟる化によるڞ༗

Ϛテリアルリサイクルの֦େ

新エネルギー分野への֦ൢ

生物多様性保全ݱঢ়調査の実ࢪ
水リスクධՁの実ࢪ

ྛ育・理のܧଓ実ࢪ

૯ഉग़ྔ
ൃిྔ

システϜ
ಋೖ

リサイクル
ྔ

　
ച上

調査・ධՁ
実ࢪ　

২थ本

ڥ �&OWJSPONFOU
ඪ

����
ࡦࢪ ओͳ࣮ ՝ ඪධՁࢦ

����

　2014 、事業活動ͱ生ଶܥサーϏ
スの関Θりͱい͏ࢹ͔Β、ࣗ社の活動のͲ
͜に༏ઌతに取り組Ή͖͔、ͲのΑ͏ に生
物多様性Λ保全す͖͔、ݕ౼Λ進め·すɻ

保全活動にܥ、社の事業ͱ生ଶޙࠓ　
ͭいͯ͝理ղいたͩ た͘め、地域の方ʑの
森林教室ͳͲΛࢠࡇのͱ২थྗڠ͝
継続తに実施ͯ͠い͘༧定ですが、ಉ࣌に

サプライνェーンΛ௨じた CSR 調達活動、
ॏཁͳࣗવ資ຊで͋るਫリスクのѲͳͲ、
多໘తͳ活動Λ展開ͯ͠い͖たいͱͯ͑ߟ
い·すɻ

ࢪのѲͱ取り組みの࣮ڹにΑるӨۀࣄ
たͪ、事業活動がͲのΑ͏ࢲ　 ͳ生ଶܥサーϏスにґଘ͠、ͲのΑ͏ ͳӨڹΛ༩͑る͔ΛѲ・分ੳ͠、Өڹのճආͳ
Βͼに減にめ·すɻ

һのೝࣝۀै
たͪ、生物多様性に関するै業һの教育͓Αͼҙࣝ向্にめ·すɻࢲ　

資源॥環ܕのܦӦ
成にめ、総߹తͳ取り組みܗの社会෩のܕたͪ、ল資源、লエネルギー、̧̏の活動Λ௨じͯ、資源循環ࢲ　
Λ௨じͯ生物多様性の保全Λ目͠ࢦ·すɻ

ଟ༷ͳスςークϗルμーͱの࿈ܞ
する多様ͳステークϗルダーͱのίϛϡχέーシϣンΛ௨じͯ情報の共有にめ、生物多様性のたͪ、事業に関ࢲ　
続Մͳར用Λਤり·すɻ࣋

1

2

3

4

　͜Ε·で社の生物多様性・生ଶܥ保全
活動、ࣗ社保有森林の管理২थͳͲΛ
த৺に、ࣗવ保ޢͱ地域貢献Λ取り組みの
பͱ͖ͯ͠·͠たɻ͔ͭͯ߭ࢁ活動にΑる

森林ഁյΛ͠ݧܦた社にͱͬͯ、化
地域ݻ有২生の෮活ͳͲの活動໋で͋
り、ਅに取り組Μで͖·͠たɻ·た地域の
方ʑͱのॏཁͳަྲྀのͱͯ͠、େ͖ͳ
成果Λ্͖͛ͯ·͠たɻ
　Ұ方で、ʑ生物多様性保全のॏཁ性
続Մͳར用に࣋業ͦの保全ͱا、͠૿
スϐーυΛͯͬ࣋取り組Ή ͱ͜がٻめΒΕͯ

い·すɻ
　͜のため、社の事業活動ͱ生ଶܥͱ
の関Θり社会తͳ動向Λ社һが理ղ͠、
全社で事業活動にөͤͯ͞い͘ために、
2013 に %08A グループの生物多様性
針Λ策定͠·͠たɻࢦຊ方針ͱ行動ج

たちࢲ　 %08"άルーϓは、自らの事業活動が生物多様性が生みग़す自વのԸܙをडけており、ͦのܙ
みを࣋ଓ的にڗडするには生物多様性の保全がॏཁである͜とをೝࣝし、社会の一員として生物多様性の
保全と࣋ଓՄなར༻に自ൃ的かͭܧଓ的に取り組みますɻ

ੜଟ༷ੑอશͱ
ੜଶܥαʔϏεͷ
༺ଓՄͳར࣋

ੜଟ༷ੑجຊํ
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Environment

%08"άルーϓでは、事業のライフサイクルの֤ஈ֊で
ඞཁなݯࢿエネルギーのೖʢ*/165ʣと、
ͦの活動からൃ生する C0� ഇغ物ʢ065165ʣの収支を定ྔ的にѲして、
Ϛテリアルバランスを͑ߟながら事業活動を進めて͍ますɻ

%O8Aグループのマテリアルόランス

　社の事業活動、ۚ ଐૉࡐಋ体Λ࡞るʮ製
品製事業ʯͱ、ഇغ物のリサイクルॲ理、
ড়化Λத৺ͱ͠ たʮ環境事業ʯの̎ͭに分けͯ͑ߟ
る ͱ͜がで͖·すɻ
　環境事業Λ௨じͯ社会の資源循環に貢献するͩ
けでͳ 、͘社のʮ製品製事業ʯで発生͠たഇ
ݪ物のେ、ʮ環境事業ʯでリサイクルΛ行いغ
ྉͱͯ͠活用ͯ͠い·すɻ·た、ʮ環境事業ʯのഇ
に発生するΛແବͳ͘有効ར࣌物ॲ理でম٫غ
用͠、ৠؾిྗͱͯ͠ճऩͯ͠、ଞのプロηスの
エネルギーͱ͠ ͯ活用ͯ͠い·すɻ͜のΑ͏ にグルー
プ内で物࣭エネルギーΛ૬ޓ活用するͳͲ、資
源循環Λҙࣝͯ͠事業活動Λ行ͬͯい·すŇ

　2013 Αり海外事業所 3 社がՃΘͬた ͱ͔͜
Β、લにൺͯ、海外に͓ける環境ෛՙが૿
Ճ͠·͠たɻ
˓ */165
　製・ॲ理量の૿Ճにい、ߪೖిྗ量ͱ化ੴ
೩ྉফඅ量が૿Ճ͠、総エネルギーೖ量લ
ൺ 11� ૿ͱͳり·͠たɻ総物࣭ೖ量にͭいͯ
、डೖഇغ物量લൺ 用量ྉݪ、૿ˋ9
લൺ 4� ૿ͱͳり·͠たɻ
˓065165
　温室効果ガス排出量にͭいͯ、エネルギー
ೖ量の૿Ճͱ、ࠃ内のిྗ排出のѱ化にΑり、
લൺ 16� ૿ͱͳり·͠たɻリサイクル・ഇغ物
発生量にͭいͯ、マテリΞルリサイクルがલ
ൺ 29ˋのେ෯૿のҰ方、ഇغ物量લൺで
̑ˋ削減する ͱ͜がで͖·͠たɻ

にͭいͯ、次ϖージҎ߱Λ͝ࡉผ߲目のৄݸ　
ཡͩ͘ ͞いɻ

ࣾձͷݯࢿ॥ɺࣗ ࣾͷݯࢿ॥

����ͷϚςϦΞϧόϥϯε

ΤωϧΪʔ
����1+

։ൃڀݚ

ྉௐୡݪ

ɹྔ

ݯىྗి

化ੴ೩ྉݯى
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���

���

���
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Environment
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%08"άルーϓでは、本経ஂ࿈および本߭業ڠ会の低ૉ社会実行ܭըʢ����  �݄ެදʣに基づ͖、
「���� における C0� ഉग़ݪ୯Ґを ���� ൺで 取り組Μで͍ますɻ͛ܝ減する」と͍う目ඪをˋ��

地ٿ温ஆ化対策への取り組み

˓ԹࣨޮՌΨスഉग़ྔの推Ҡ
　2013 の %08A グループ全体での温室効果ガス排出量、
1,718 ઍ U�C02ʢࠃ内 1,677 ઍ U�C02、海外 40 ઍ U�C02ʣで、 ࠃ内
に͓ける排出量લにൺͯ 16� ૿Ճͯ͠い·すɻ海外
2013 Αり 3 源のىがՃΘͬた͜ͱ͋り、ओに化ੴ೩ྉ
C02 が૿Ճͯ͠い·すɻࠃ内、ळా製࿉のѥԖ૿࢈にΑるిؾ
用量の૿Ճ、エίシステϜࢁཅのഇغ物ॲ理量૿に͏化ੴ೩ྉফ
අ量の૿ՃがओͳཁҼですɻ
、エネルギーの効తͳར用に向け、対策Λ進めるͱͱにޙࠓ　
ৗతͳ C02 排出量削減活動に取り組Μでい͖·すɻ

　%08A グループの C02 排出量、外部͔ΒडけೖΕるഇغ物のম
٫ॲ理にىҼするೋࢎ化ૉの排出がେ͖い ͱ͜がಛですɻडೖ
ഇغ物排出にͭいͯ、取ѻ量のίントロールにΑる削減がࠔで͋
る ͱ͔͜Β、ഇغ物ম٫Λͬた発ిৠؾར用ͳͲのサーマルリ
サイクルΛ進め、有効ར用Λਤͬͯい·すɻ
　·た、ΦκンのഁյΛたΒすフロンྨ温暖化のݪҼͱͳる
)'C、P'C ͳͲの代ସフロンྨにͭいͯ、ഇغ物のম٫Λར用͠
ͯഁյॲ理Λ行ͬͯい·すɻ

ʪ電力ݯىʫ

ʪ化ੴ೩料ݯىʫ

ʪഇغ物ݯى（国内のみ）ʫ
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　ઃඋ໘で೩ྉస L&% র໌のಋೖ、取り組み໘でઃඋの計
画ఀࢭۭ調温ద性化、༌ૹ໘でೋࢎ化ૉの排出がগͳいమ
ಓધഫへのϞーダルシフト、ूՙ・ूに͓ける༌ૹの効化ͳ
ͲΛ推進͠·͠たɻ

˔ઃඋ೩ྉΛॏ༉͔Βఱવガスにりସ  ͑　  C02 削減量    116U� 　
˔ίンプϨοサーのೖΕସ͑にΑる削減　C02 削減量 7,600U� 
˔ഇճऩにΑるলエネルギー 　　　　　　೩ྉ削減量  37�9LM� 
ਫにΑるۭྫྷνラーྫྷ٫効向্　　　  C02ࢄ˔ 削減量     8�6U� 

˞ C02 排出量にͭいͯ、ݪଇͱͯ͠、ܥ統ిྗߪೖ量、化ੴ೩ྉফඅ
量、͓Αͼडೖഇغ物量に対ͯ͠地ٿ温暖化対策の推進に関する๏ʢ温
対๏ʣに͓ける排出Λじͯٻめͯい·すɻडೖഇغ物༝དྷの C02 排
出量に関ͯ͠、͜の報ࠂॻの࡞成にたりࢉ定݅Λઃ定ͯ͠いるため、
行への報ࠂͱඞͣ͠Ұக͠ͳい߹が͋り·すɻ·た、ຊͱ海外
のഇغ物の分ྨがҟͳる ͱ͜ͱ、海外事業所のडೖഇغ物に対͠దͳ排
出Λઃ定するのがࠔで͋る ͱ͜にΑり、ഇغ物ى源の C02 排出量に
ͭいͯࠃ内事業所分のみදࣔͯ͠い·すɻ

����ͷ$0ݮ�ͷऔΓΈ

　%08A グループで、温暖化対策ͱͯ͠লエネルギー೩ྉస
ͳͲに取り組Μでい·すが、 Β͞に環境ෛՙのগͳい新エネルギーの

活用Λੵۃతに進めͯい·すɻ新エネルギーࣗવのྗࠓ·でࣺ
ͯͯいたエネルギーΛ有効に͜͏ ͱで生み出͞Ε、化ੴ೩ྉの削減
ͱಉ࣌に C02 の排出量Λ減Βす ͱ͜がで͖·すɻ

˙�ഇغ発ి
　排Λ有効ར用するഇغ物発ి、͝ みΛম٫するࡍのʮʯで高温高ѹのৠؾΛ࡞り、
ͦのৠؾでターϏンΛճͯ͠発ి͠·すɻഇغ物発ిੴ༉ͳͲの化ੴ೩ྉのফඅΛઅ
͠、C02 の削減にͭͳがる༏ΕたシステϜですɻ%08A グループで、ࠃ内 4 ͔所、
海外 1 ͔所の 5 事業所で発ిΛ行͓ͬͯり、2013 にར用͠たഇ発ి量、લ
にൺ 20ˋ૿の 74�3(8I で͠たɻ

˙�ਫྗ発ి
　ਫのྲྀΕΛར用ͯ͠ిྗΛ生み出すਫྗ発ి、環境ෛՙのগͳい७࢈ࠃエネルギー
ですɻۚۜ、ಔͳͲのۚଐ製࿉Λ行͏খࡔ製࿉で、1897 Αり発ిΛ開ࡏݱ、࢝͠
ळాݝ内に 6 ͔所のਫྗ発ి所Λ保有ͯ͠い·すɻ2013 の発ి量લにൺ
 13� ૿の 67�8(8Iͱͳり、製࿉事業のエネルギーΛ͏ॏཁͳిྗ源ͱͳͬͯい·すɻ

˙�ଠཅޫ発ి
　%08A グループで、ࠃ内の 4 事業所がଠཅޫ発ిシステϜΛಋೖͯ͠い·すɻ
2013  4 社߹計で 300.8I の発ిΛ行い·͠たɻଠཅޫ発ి、ఱؾにΑͬ
ͯ発ి量がࠨӈ͞Ε·すが、発ి量Λ目に͑ݟるܗでࣔす ͱ͜がで͖るͳͲ、ै業һの
লエネҙࣝの向্ֶݟ者に対する地ٿ温暖化・エネルギーͳͲの環境ܒ発
にཱͬͯい·すɻ

˙�όイΦσΟーθル
　バイΦσィーθルԬࢁで、Ԭࢢࢁͱ共ಉでҰൠՈఉ、ίンϏχエンスストΞ、ҿ৯ళ、
৯品製ͳͲ͔Β排出͞Εるഇ৯用༉Λճऩ͠ #%'ʢバイΦσィーθル೩ྉʣΛ製
ͯ͠い·すɻ製͠た #%' 、Ԭࢢࢁの͝みऩूं、バス、%08A 事業所内のトラο
クフΥークリフトͳͲに用͞Εるܰ༉の代ସ೩ྉͱ͠ ͯར用͓ͯ͠り、C02 の削減に貢
献ͯ͠い·すɻバイΦσィーθルԬࢁの #%' 、ͦの品࣭にͭいͯ全ࠃバイΦσィーθ
ル೩ྉ推進ٞڠ会の品࣭֬ೝ制に͓いͯ、ࠃ内トοプϨϕルの品࣭で͋るͱೝ定Λड
けͯい·すɻ

৽ΤωϧΪʔͷ׆༻

όイΦσΟーθルの取り組み͕ʮ環境͓͔や·େʯΛड
ɹ2013  10 ݄、バイΦσィーθルԬࢁが、ʮ環境͓͔·େʯのʮ循環ܕ社会ܗ成推進部ʯ
でԬ͔ݝࢁΒදজ͞Ε·͠たɻഇ༉のバイΦσィーθル೩ྉの取り組みが循環ܕ社会のܗ成に
େ͖ 貢͘献する ͱ͜ͱ、·た、環境教育Λ௨ͯ͠リサイクルの組みॏཁ性にͭいͯੵۃతに
発活動Λ行͖ͬͯたܒ ͱ͜が、成果ͱ͠ ͯೝめΒΕ·͠たɻ

ࣾձ͔ΒͷධՁ

74.3
GWh

67.8
GWh

300
MWh
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Environment

ࣾձ͔ΒͷධՁ

%08"άルーϓでは、ఱવݯࢿのফඅを制するととに、ࡁ༺みݯࢿの循環的ར༻を進める͜とにより、
への貢献をਤって͍ますɻܗଓՄな社会࣋

エネルギーݯࢿがগな͍本でଠཅޫ෩ྗ、バイΦϚスなどの࠶生Մエネルギーのར༻֦େを目的として、
���� 、࠶生Մエネルギーݻ定Ձ֨ങ取制ʢ'*5�'FFE�JO�5BSJ⒎�ʣがスλートしましたɻ
本制をഎܠに、ଠཅޫൃి෩ྗൃిはண実にಋೖが進Μで͍ますɻ
%08"άルーϓは、新エネルギー分野の͞ま͟まなثػ向けに製品ٕज़を提供する͜とで、
に取り組Μで͍ますɻٴ生Մエネルギーのී࠶

॥環の推進ݯࢿ 環境対Ԡ製品、新エネルギー分野へのల開

˓%08"のۚଐηϥϛοクճ࿏ج൘
　社のۚଐηラϛοクճ࿏ج൘、ిྗΛ効Α͘ 制ޚするためのಋ体σバイスに用いΒΕるઈԑج൘で
すɻ社製品高いઈԑ性ͱ์性・৴པ性Λ݉Ͷඋ͓͑ͯり、࢈業ػցͳͲに用͞Εる高ѹύワーϞ
ジϡールͳͲに෯ 用͞ΕるύワーϞジϡールにΑり高いಛ用͞Εͯい·すɻ෩ྗ発ిଠཅޫ発ిで͘
性がཁ͞ٻΕるため、ΞルϛϕースҰ体جܕ൘ͳͲ、性ͱ৴པ性が Β͞に༏Εた製品の量࢈化Λ進め、拡
େするधཁに対応ͯ͠い͖·すɻ

˓ */165
ʪ原ࡐ料ʫ2013 のݪྉの用量 1,006 ઍトンで、લに
ൺ 6ˋ૿Ճ͠·͠たɻ 

ʪ受入ഇغ物ʫ2013 のडೖഇغ物量 1,122 ઍトンで、લ
にൺ̕ˋ૿Ճ͠·͠たɻ͜ΕエίシステϜઍ༿ͱエίシステ
ϜՖԬのडೖ量が૿͑た ͱ͜にΑるのですɻ 

 

ʪਫݯࢿʫ2013 のਫ資源ೖ量 103 ඦສὗで、લに
ൺ 2ˋ減গ͠·͠たɻਫの用్で、全体の 87ˋΛめるྫྷ
٫ਫが࠷多 、͘͜Ε海ਫΛ用ͯ͠い·すɻ୶ਫのར用ਫ資
源ೖ量全体の 13ˋで、生࢈用の΄͔、্ ਫにར用ͯ͠い·すɻ

˓065165
ʪ製品ʫ2013 の製品量 569 ઍトンで、લにൺ 4ˋ૿Ճ
͠·͠たɻ͜ΕѥԖ͓ΑͼѥԖՃ品の出ՙ量が૿Ճ͠た ͱ͜にΑり
·すɻ 

ʪマテリアルリサイクルʫ2013 のマテリΞルリサイクル量
374 ઍトンで、લにൺ 29ˋͱେ෯に૿Ճ͠·͠たɻ͜の͏ͪ
%08A グループ内でのリサイクルが 156 ઍトン、社外でのリサイク
ルが 218 ઍトンで͠たɻ͜Εओに、リサイクルͱ海外でのഇ
༉リサイクルが૿Ճ͠た ͱ͜にΑるのですɻ

ʪഇغ物ʫ2013 のഇغ物ॲ理量 517 ઍトンで、લにൺ
 5ˋ減গ͠·͠たɻ

ʪ排ਫʫ2013 の総排ਫ量 104 ઍトンで、લにൺ 7ˋ
૿Ճ͠·͠たɻ͜Ε、߱Ӎ量の૿Ճに͏Ӎਫ排ਫͱ、ѥԖの生
量૿Ճにいྫྷ٫ਫͱ͠࢈ 用͠た海ਫ量の૿ՃにΑるのですɻͯ

Խ)&.5エϐج൘ʮҪ্य़ʯΛडʂ
ɹ2013  7 ݄、%08A エϨクトロχクスಋ体事業部のʮ化物 )&.5 エϐج൘ʯがʢಠʣ
Պֶ技術ৼߏػڵのҪ্य़成˞Λड͠·͠たɻ化物 )&.5 エϐج൘໊ݹ業
େֶのߐ教तͱの共ಉڀݚの成果Λͱに、ಋ体ࡐྉڀݚ所でύワーಋ体σバイ
ス用ࡐྉͱͯ͠開発、%08A ηϛίンダクターळాで製品化͠たので、ࠓճのड͜
の実がධՁ͞Εたのですɻ
　͜の化物 )&.5 エϐج൘Λ用いたύワーಋ体σバイス、エίՈిエίΧーͳ
Ͳのத֩部品ͱ͠ ͯిྗଛࣦの削減ΛՄにするので、লエネルギーに貢献͠·すɻ

����の省資源・リサイクルの取り組み

˔運స管理のపఈ 　　　　　　ίークス用量　7ˋ削減
˔社内ਫ਼製మݪྉの用拡େ　　 ݪྉ用量　 16� 削減
˔め͖ͬްバラπΩ減 　  スζݪྉ　 2� 削減 
˔໘削ᷲ・ܗ削ᷲのリサイクル　　リサイクルݪྉ　1,837LH ૿Ճ 

˞Ҫ্य़成ɿେֶのػڀݚ関の成果・技術Λͱに
、業で製品開発・事業化͠たՊֶ技術Λදজするでا
දজؒ 2 ݅ɻ

環境・エネルギーにݙߩする%08"のエίϓϩμクπ
　%08A グループ、څڙઌの͓٬様の製品に用͞Εる ͱ͜でলエネルギー、ল資源、有物࣭フリーͳͲΛ実ݱするΑ͏ 、サプラ
イνェーン全体での環境ෛՙ減に貢献するૉࡐ開発技術の向্に取り組Μでい·すɻ

ʪ化物ܥ )E.5 エϐ基板ʫߏ
ύワーಋ体σバイスのࡐྉ
༻ɹɹ్　　Ոి製品のి源、サーバー、ϋイϒリουΧー
が߅ؾΑりిܥ　　লエネルギーʗシリίンੑڥ 、͘ిྗଛࣦΛ̏分の̍に制ޚ

ʪਂࢵ外 LE%ʫ
外ઢʢ350ONࢵਂ ҎԼʣΛ出ྗで͖る L&%
༻ɹɹ్　　थߗࢷ化、ண、ס૩、ྍ࣏、֤छ分ੳ、ޫ৮ഔ、ਫড়化ͳͲ
・ەࡴ物࣭の削減ʢਫۜフリーʣʗਫ物࣭ද໘の　　লエネルギー、高効、ण໋、有ੑڥ
　　　　　　ফಟΛ効తに行͑るʢ300ON ҎԼʣΛ実ݱ 

ʪ.R（షり߹Θͤ）LE%ʫ
高ػ化͠たエϐタΩシϟルബບΛ成͠たج൘に、ۚଐࣹ部Λඋ͑たج൘Λ߹する技術Λಋೖ͠た
高出ྗ外 L&% νοプ
༻ɹɹ్　　スマートフΥンのۙηンサー
　　লエネルギーʗ高出ྗにΑるফඅిྗ化ੑڥ
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Society
ʹຽͱͯ͠ͷΛՌͨͨ͢Ίࢢۀا

社�

会

%08" άϧʔϓͰɺ$43 Խ͠ɺڧΛଘؔڞಈΛ௨ͯ͡ɺࣾձͱͷΑΓྑ͍׆
ͯ͢ͷεςʔΫϗϧμʔ͔Β৴པ͞ΕΔۀاʹͳΔ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ɺҬࣾձͪ࣋ຽͱͯ͠ͷ֮ࣗΛࢢۀاһҰਓͻͱΓ͕ۀॴ͚ͩͰͳ͘ɺैۀࣄ
ʹ͓͚Δ׆ಈΛਪਐ͢Δ͜ͱΛ $43ͷॏͷҰͭͱ͑ߟऔΓΜͰ͍·͢ɻ

　高齢者活用にͭいͯ、ैདྷの࠶雇用制
Λݟ͠、Ұ͔֨Βڃ制ͱ͠ た ͱ͜
で、高齢者のྗに対ͯ͠Αりదਖ਼にॲ۰
で͖る制ͱ͠ ·͠たɻޙࠓ、高齢者の方ʑ
にҰྗΛ発ͯ͠شΒ͑るΑ͏ 、制Λ
拡充ͯ͠い͖·すɻ
　障がい者雇用で、%08A グループ全
体の障がい者雇用૿Ճͱͳり·͠たが、
๏定の雇用Λ達成する ͱ͜で͖·ͤΜで
͠たɻݩの՝Λݟ͠、Αり効果తͳ
施策Λݕ౼ͯ͠い͖·すɻ

　2013 、新たͳ次世代育成支援行
動計画Λ策定͠·͠たɻ্هのͱ͓り、ࡏݱ

ಋೖͯ͠いる支援制のೝ向্、࿑
ಇؒ࣌管理の Β͞ͳるపఈΛ計画ͱͯ͠り
Μで͓り·すɻ·た、新ೖ社һΛ対ͱ͠ࠐ
ͯ、ϘランティΞٳՋフϨοクスタイϜ制
ͳͲ取ಘ͠たい制、取ಘの͠す͞ͳ
Ͳにͭいͯ調ࠪΛ行͓ͬͯり·すɻޙࠓ、
ै業һのҙݟΛߟࢀに͠ͳがΒ、事ͱ生
活の調Λਤる͘制ಋೖ取り組みΛ
ଅ進͠·すɻ

　地域の方ʑの͝ྗڠのͱ、2013 
Ԭݝࢁでのマラιンେ会͘͞ Β·ͭり、
ळాݝでのジϡχΞクロスΧントリーେ会ͳ
ͲのイϕントΛ開͠࠵、多 の͘ࢀՃΛいたͩ
͖·͠たɻ·た、海外事業所にͭいͯ、Ξ
ンέートΛ௨じ社会貢献実施状況の取り·ͱ

めΛ行い·͠たɻ2014  CSR 部に
Αる海外事業所のώϠリングΛ行い、ࠃ
地域のจ化、実情に߹Θͤた社会貢献のサ
ポートΛ進め·すɻ

　2013 、社内向け CSR ポータルサイ
トΛ௨じͯ、֤छ方針๏制、ࣗ社の取り組
み状況ͳͲの情報発৴にめ·͠たɻ2014 
、グローバル・ίンύクト *S026000 ͳ
Ͳのࡍࠃతͳൣن、サプライνェーンに͓け
る CSR ՝ͳͲΛテーマͱ͠た CSR 教育Λ展
開͠·すɻ情報ఏڙにՃ͑、方向性の͋る
教育ػ会Λ拡େする ͱ͜で、社һҰਓͻͱりの
CSR の͑ߟ方取り組みに関するೝࣝΛ Β͞に
高める ͱ͜Λ目తͱ͠ ͯい·すɻ

社会分野に͓ける活動進ḿ状況ͱ、2014 の՝ҎԼのͱ͓りですɻ

　&S#&C 、ا業ࢢຽͱ͠ ͯίϛϡχティにࢀ画͠、·た、対Λ௨じͯίϛϡχティの発展のた
めに貢献する ͱ͜がॏཁͳ社会తで͋るͱͯ͑ߟい·すɻ地域のステークϗルダーͱの͞·
͟·ͳ関Θりのதで、次世代Λ୲͏ڙࢠたͪへの支援、 Β͞にຊ業に௨じる環境Ӵ生に関Θる分
野Λॏۃੵ、͠ࢹతͳ活動Λ進めͯい·すɻ

　&BTUFSO SFBCPBSE &OWJSPONFOUBM CPNQMFYʢ&S#&Cʣ、地
域社会ͱの৴པ関のͱ、ഇغ物ॲ理事業ͱഇ༉ྨの࠶資源
化有Ձ物の分ผͳͲのリサイクル事業Λ行ͬͯい·すɻ保有
する࠷ऴॲ分ถࠃ &PAʢ環境লʣのج४Λຬた͓ͯ͠り、
排ਫॲ理、メタンճऩ、षؾࢭͳͲΛ֬実に実施͠、पล環
境にྀ͠た施ઃͱ͠ ͯ安全͔ͭ安定͠た運ӦΛ行ͬͯい·すɻ

ֶۚ
ශ͠い環境のڙࢠたͪがֶߍ教育Λडける ͱ͜Λ支
援するため、地ݩの 6 ͭのখதֶߍにֶۚΛఏڙ

リサイクル
内のリサイクルΛ推進するため、分ผ用ΰϛߍֶ
ശΛد

Ӵੜ׆ಈɹ
のӴ生環境向্のため、ϘランティΞでߍֶ
施ઃのফಟͱਗ਼࡞業Λ実施

ۚجҭڭ
地ݩの 3 ͭのֶߍにे分ͳ教һΛஔするため
の教育ۚجへࡒ支援Λ実施

環境ڭҭ
の࡞Λ௨じた環境教育ͱエίバοグ製ֶݟ
ΞートイϕントΛ開࠵　

ίϛϡχςΟͱのରɹ
地域ͱのίϛϡχέーシϣンͱ理ղΛਂめるため、多

の͘ॅຽグループͱの対͓Αͼֶݟ会Λ実施

گಈͷਐḿঢ়׆

����ͷओͳҬ׆ݙߩಈ

μΠόʔγςΟͷਪਐ

ϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεਪਐ

Ҭݙߩ

$43ͷࣾਁಁ

　%08A グループの海外進出、1950 代͔Βの 20 ΧࠃҎ্での߭ࢁ開発に࢝·り、ࢢϢーβー
の環境ม化に対応ͯ͠ੵۃతに展開͖ͯ͠·͠たɻಛに 2000 Ҏ߱、தࠃ౦ೆΞジΞͳͲ、高い
成が続ࡁܦ Ξ͘ジΞのࠃʑΛத৺に事業拡େに取り組Μでい·すɻ事業所がཱ地するࠃ地域の࣋続
తͳ発展、%08A グループにͱͬͯଘ続ͱ成のج൫ͱͳり·すɻ͜のため、ͦΕͧΕのࠃ地域が
๊͑る社会త՝に目Λ向け、地域社会ͱ͠ྗڠͳがΒͦのղܾにめ·すɻ

海外における社会貢献

λイʗഇغ物ॲ理・リサイクルの地域貢献

ࣾձ

ʲॏࡦࢪʳ

$43 ํ　　地域特性に応じた社会貢献を地元と一体となって推進する

●άルーϓでޏ࠶༻制をվ定し、定ྸ
に౸達した社員がるؾを࣋って働く環境
をඋ

●๏定ޏ༻達に向けた取り組み実ࢪ

ެ、ը策定ܭ育支援行動ੈ࣍● ࣔ
　育て支援制のೝ向上ࢠ・　
　・労働ؒ࣌ॖにؔする労の取り組みՃ�
　��と新システϜಋೖによる労働ؒ࣌理のపఈ

●新ೖ社員を対としたアンέートの実ࢪ
取ಘ向上のためのٳなど༗ٳըܭ●
���取り組みの実ࢪ

●ւ֎事業ॴの地域貢献ใの収ू
●地域イϕントの主࠵・ӡ営ʢϚラιンେ会、
クϩスΧントリースΩーେ会、͞くらまͭり�などʣ

●メールχϡースのൃ行
●CSRॏࢪ策にؔするղઆʢCSR調達
���労働安全などʣのࡌܝ

○

△

○

○

○

○

活༻の推進ऀྸߴ

োが͍ऀޏ༻の推進

ܭ育支援行動ੈ࣍
ըの策定

地域ঢ়گに応じた社会
貢献活動の֦充

社内向けCSRϙーλル
サイトの充実化

定ޙのライフϓランにؔする
ใ提供ࢪ策実ࢪ
ʢセϛナー開࠵ʣ

োが͍ऀޏ༻推進ܭըの実行

ըのܭ育支援行動ੈ࣍
実ࢪଅ進

ٳ࣍Ջ取ಘの向上

ւ֎事業ॴώϠリンά、地域貢献
の取り組みサϙート
地域イϕントのܧଓൃ展　

CSR教育の֦େ
ϙーλルサイトの֦充、άルーϓ
ใの活༻

ਓ༺ޏ࠶

ը進ḿܭ

ը進ḿܭ

取ಘ

ւ֎調査・
๚݅
　
　

新සߋ

ࣾձ �4PDJFUZ
ඪ

����
ࡦࢪ ओͳ࣮ ՝ ඪධՁࢦ

����

μΠόʔγςΟͷਪਐ

ϫʔΫɾϥΠϑɾ
όϥϯεਪਐ

Ҭݙߩ

$43 ͷࣾਁಁ
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Society

　%08A グループで、Ϟϊͮ り͘Λする
্でʮ品࣭ʯΛॏཁͳܦӦ࣠جͱͯ͠Ґஔ
けͯい·すɻओཁ製品࣭マネジ
メントシステϜの֨نࡍࠃ *S09001 のೝূ
Λ取ಘͯ͠い·すɻ͜の品࣭マネジメントシ
ステϜΛ P%CA に͖ͮج継続తに運用する

ͱ͜で、製品͓ΑͼサーϏスの品࣭の向্
にめͯい·すɻ

˓ςクϊηϯλー
　%08A グループのఏڙする製品、製࿉、
ค体、め͖ͬ、ಋ体、ॲ理、リサイクル
ͳͲͱ෯いྖ域にΘたͬͯい·すɻͦΕͧ
Εの分野でトοプクラスの品࣭Λҡ࣋するた
めに、ϋイϨϕルのධՁ技術Λͯ͠ۦ、
ෆ۩߹対応、品࣭վળ、新製品開発Λ進め
ͯい ඞ͘ཁが͋り·すɻͦのためࣗ社内に分
ੳΛ行 テ͏クϊηンターΛ有͠、高ͳ分ੳ・
ධՁઃඋͱਓࡐΛἧ͑ͯ、化ֶ分ੳ、ද໘
分ੳ、物性ධՁに取り組Μでい·すɻ

˓͓͍߹Θͤ・͝ҙݟのରԠ
　͓٬様͔Βいたͩいた͝ҙݟ͓い߹
Θͤに対ͯ͠、ਝにదͳվળΛਤる

ͱ͜で、͝ຬいたͩける製品のڅڙに
めͯい·すɻ情報共有・管理システϜの
උΛਤり、事業所͝ͱにूめΒΕた情報Λ

分ྨ・分ੳ͠、ධՁの実施͠、品・サー
Ϗスのվྑ・վળ開発にͭͳ͛ͯい·すɻ

　%08A グループの͓٬様、ओに࠷ऴ

製品Λ組みཱͯるηοトメーΧー、͋るい
ͦの組みཱͯにඞཁͳ部品・部ࡐͳͲΛ製
するメーΧーですɻ社、͓٬様のઌ
に͋る製品のࢢফඅ者のχーζΛݟਾ
͑、͓٬様がඞཁͱする技術ΛઌΜじͯ͝
ఏ͠ڙたいͱͯ͑ߟい·すɻ

製࿉ٕज़

ੜٕ࢈ज़

製࿉ࣜס
ʢ༹ղ・ரʣ

ഇغॲཧ
࣭ௐࠪ

ૉࢠઃܭ

ྉվ࣭ࡐ งғޚ੍ؾ

݁থ・Ճ ද໘ॲཧ

࣓ੑಛੑ੍ޚ

ݩؐ・Խࢎ

Ί͖ͬՃ

֦ޚ੍ࢄ

ѹԆՃ
߹ۚઃܭ

組৫・組੍ޚ

ચড়・మคղ

࣪ࣜ製࿉
ʢిղʣ

環境ٕज़

ಋମࡐྉ
ٕज़

ྉࡐػ
ٕज़

ྉࡐࢠి
ٕज़

ۚଐࡐྉ
ٕज़

ॲཧٕज़
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ੳٕज़

%08"άルーϓでは、֤事業ॴ・部にお͍て、お客様、ג主・ࢿՈ、お取Ҿ先、地域社会、社員などの
主たるステークϗルダーと͞ま͟まなखஈでίϛϡχέーシϣンを実ࢪして͍ますɻ

社会との関Θり

　%08"άルーϓは、製品・サービスを௨じてよりྑ͍社会の実ݱに貢献して͍くととに、お
客様とのྑなؔづくりに努めて͍ますɻߴ品࣭な製品・サービスの提供を௨してお客様のຬ
向上に努めますɻ

͓٬༷ͱ
ͱʹ

　%08"άルーϓでは、ג主・ࢿՈのステークϗルダーのํʑに対するا業・経営ใのઆ
明をίーϙϨート・ガバナンス上のॏཁ՝の一ͭとೝࣝしており、ద࣌・దなใ開ࣔに努
めて͍ますɻ
֎を行って͍ますɻまた国内࠵આ明会の開ࢉදにお͍ては、経営による決ൃࢉຖの決ظ࢛　
のࢿՈへ経営ใをઆ明するػ会ઃけて͍ますɻまた %08"άルーϓの経営ํ・経営
ঢ়گをใࠂするπールとして、จ・ӳจ・தจアχϡアルϨϙートใࠂॻをൃ行し、దで
透明性の͍ߴใ開ࣔに努めて͍ますɻ

　%08"άルーϓでは、౦本େ災への෮ڵ支援として、����  � ݄よりઋࢢに災支援
෮ڵνーϜを立ち上͛、本業を௨じ災害ഇغ物ॲ理の支援আછ事業などにྗڠして͖ましたɻ
���� ֤事業ॴで͞ま͟まな支援活動をܧଓして͍ますɻͦの取り組みの一ྫを͝հし
ますɻ

ओɾג
ࢿՈͱ
ͱʹ

౦ຊ
େࡂͷ
ԉࢧଓܧ

ओ૯会ג˓
　ຖ݄̒、定ג࣌ओ総会Λϗテル௴ࢁ౦ژで開͓ͯ͠࠵り、2013 
 500 ໊のגओの方ʑに͝出੮いた͖ͩ·͠たɻגओ総会ऴྃޙに、
ओの方ʑͱのίϛϡχέーシϣンΛଅ進するג ͱ͜Λ目తͱͯ࠙͠ஊ会Λ開
һͱの対の、製品展ࣔίーナーΛઃけͯい·すɻ、͠࠵

˓%08"ϗールσΟϯάスɹ8FCサイτʢ*3 ใʣ
IUUQ���XXX�EPXB�DP�KQ�KQ�JS�
ओ・資Ոの方ʑにג　 %08A グループΛΑりͬͯいたͩ た͘めの情報
Λ、Θ͔りす い·すɻͯ͠ࡌܝ͘

˓ΦリδφルエίόοάͰʮҠಈਤॻؗϓϩδΣクτʯΛࢧԉ
　%08A ϗールσィングスで、ඃࡂ地でҠ動ਤॻؗプロジェクトΛ
展開するʮʢ社ʣシϟンティࡍࠃϘランティΞ会ʯの活動Λ支援ͯ͠い
·すɻプロジェクトで、でେ͖ͳඃΛडけたؠखݝԊ؛部Λ
じめ、ٶݝ、ౡݝのԾઃॅΛਤॻؗΧーで८ճ͠、ॻ੶の
ି͠出͠ίϛϡχέーシϣンのΛఏͯ͠ڙい·すɻ%08A グルー
プで、ຖגओ総会で CSR 報ࠂॻΛΦリジナルのエίバοグにೖ
Εͯגओの方ʑへͯ͠い·すが、͜のエίバοグΛॻ੶のି͠出
͠用にఏ͠ڙ、·た活動の支援ͱͯ͠、バοグ製࡞අ用のҰ部Λد
͠·͠たɻ

˓社όβーͰʮ౦ຊେࡂみや͗ Ͳ͜ҭӳืۚʯΛࢧԉ
　イー・Ξンυ・イー ιリϡーシϣンζで、2011 Ҏ߱、౦ຊ
େࡂ෮ڵへ継続తͳ支援活動Λ続けͯい·すが、ͦの内༰支援
ઌにͭいͯ社һで͠߹ܾͬͯ定ͯ͠い·すɻ2013 、社һ
がෆཁにͳͬたຊΛدͪ࣋り、社内でϒοクバβーΛ開͠࠵·͠たɻ1
͔݄で 500 Ҏ্のॻ੶がू·り、̎ؒのバβーに多 の͘社һ
がࢀՃ͠·͠たɻऩӹۚに、会社のマονング・ギフトで͋る 10 ສ
ԁΛ߹Θͤ、౦ຊେࡂにΑるٶݝのࣇݽࡂ支援ʮ౦ຊେ
ࡂみ͗ Ͳ͜育ӳืۚʯにدΛ行い·͠たɻ

࣭ཧ

ٕज़

ຊۚଐֶ会ʮٕज़開発ʯΛड
　2013  9 ݄、̙̤̬̖メタルテοクの
技術ηンターにΑるʰੳ出強化ܕಔ߹ۚの
ू߹組৫制ޚ技術の開発ʱがຊۚଐֶ会

ʮ技術開発ʯΛड͠·͠たɻຊۚଐ
ֶ会、ࡐྉに関するֶ会ͱͯ͠ຊ࠷
େنのֶ会で、ຊຖಉֶ会に応ื

͞Εた新技術・新製品に関するߘ報จ͔
Β、༏लͳ技術Λ৹ࠪ͠දজ͞Εるので
すɻʮू߹組৫制ޚ技術ʯ、ిࢠ部品
に用͞Εるίネクタ向けಔ߹ۚにٻめΒΕ
る、強ͱՃ性ͱいͬたトϨーυΦフの関
に͋るಛ性Λվળするॏཁͳ技術ですɻ

ࣾձ͔ΒͷධՁ

DOWA のエコバックは、図書
の貸し出しに使用されるほか、
製作費用の一部が移動図書
館の運営費に役立てられてい
ます。 

DOWA グループ従業員によ
るボランティア宅本便（不要
になった書籍やCDを持ち寄り
売却して寄付）を通じた支
援活動も行っています。 
 
⇒ CSR報告書 P.24 

DOWA グループは[エコバッグ]を通じて東日本大震災の復興支援を行っています 

       
 

実施主体：公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会 
 

 

図書活動を通じた東日本大震災被災地支援 
移動図書館プロジェクトは、仮設住宅に住む人たち
に本と接する機会を持ってもらおうと、岩手、宮城の
沿岸部、福島の仮設住宅を中心に巡回して図書
の貸し出しを行う（社）シャンティ国際ボランティア
会の活動です。 

移動図書館を仮設住宅に住む方々の交流の場と
して提供し、さらに現地書店での書籍購入や司書
の雇用など、自立的な復興に配慮して活動を行っ
ています。 ています。

行っています。

ʲ%08"άϧʔϓͷٕज़ͱཁૉٕज़ʳ
る͛ܝӦ方針にʮ技術ཱ社ʯΛܦ %08A グループ、ا業ڝ૪ྗのϕースΛ技術にٻめ͓ͯり、
い·すɻͯ͑ߟ業ࠩผ化ઓུのҰͭͱاॏཁͳ࠷開発ڀݚ
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Society
%08"άルーϓは、社会分野の取り組みのதで地域貢献をॏࢪ策として取り組Μで͍ますɻ国
内֎の֤ڌでは、地域ととにาみൃ展して͍くために、地域࠙ஊ会などのίϛϡχέーシϣ
ン২थࡇ、スϙーπイϕントなどの主、࠵ֶݟインλーンのडけೖれなどの、地域にࠜ
͟した CSR 活動をੵۃ的に展開して͍ますɻ

Ҭࣾձͱ
ͱʹ

%08"άルーϓは、行動ൣنにお͍て、ਓࡐをا業活動のすべての基本とし、ֶྺࠩ、ޭࠩ、
உঁࠩなどにؔΘらͣ�事を進めるྗでධՁする͜とを定めて͍ますɻͦのਓࡐが࠷େݶにྗ
をൃشで͖るよう、ҎԼの目ඪを͛ܝ、͞ま͟まな取り組みを行っておりますɻ

・組৫ػの原点にり、উてるνームをつくる
・社員ࣗらのखで、働͖たい会社を主体తにり出す

һͱۀै
ͱʹ

˓ ���� の取り組みのҰྫ
地域イベントの開催

　　   7 ݄　　ୈ 7 ճখࡔ;る ͱ͞の森ͮ り͘২थࡇͱळాϊーβンϋϐネοπバスέοトϘールクリχοクʢळాݝʣ
　　11 ݄　　ୈ 3 ճࣇౡՖճ࿓い͖い͖݈߁マラιンʢԬݝࢁʣ 
　　  2 ݄　　ୈ 24 ճ %08A ഋジϡχΞクロスΧントリースΩーेాބେ会ʢळాݝʣ
　　  3 ݄　　ୈ 5 ճࣇౡՖճ࿓͘͞ Β·ͭりʢԬݝࢁʣ

　͜の΄͔、ਗ਼化ͳͲの環境ඒ化活動、ަ௨安全Ωϟンϖーンへのྗڠ、地ݩのࡇりスポーπイϕント
ͳͲへのै業һにΑるϘランティΞͳͲ、ͦΕͧΕのڌΛஔ 地͘域で෯い活動Λ実施ͯ͠い·すɻ

๚ֶशۀا˓
मֶཱྀ行生による訪問ֶश
　2013  5 ݄、ळాݝখࡔொΑり、খࡔ
தֶߍの 3 生 39 ໊がमֶཱྀ行のҰ環で
%08A グループの౦ژຊ社Λ๚Ε·͠たɻ
教育目ඪにʮ৺๛͔で　たߍֶ ·͘͘͠ 　༑
ͱޠΒい　ເΛ͙͘ΉʯΛ͛ܝるখࡔத
、0#ߍֶ がࡏ੶する会社Λमֶཱྀ行で
๚͠、会社ֶݟͱͱに事લに༩ Β͑Εͯ
いた՝Λ発දするͱい͏取り組みΛ行ͬͯ
͓り、2013 地ݩにΏ͔りの͋るا業
ͱ͠ ͯ社が選Ε·͠たɻ

　会社આ໌ͱֶݟのޙ、ʮ10 ޙのখࡔொ
ΛͲ͏͠ たい͔ʯͱい͏テーマでグループ発
දが行ΘΕ·͠たɻがڽΒ͞ΕたプϨ
θンテーシϣンに、ࣗ分たͪのΒす֗Λ
Αりྑいのに͠たいͱい͏ࢥいͱΞイσΞ
がた͘͞ ΜࠐめΒΕͯい·͠たɻ業の地で
͋るখࡔொͱ社のԑਂ 、͘ओྗで
͋るখࡔ製࿉Λじめ、環境・リサイクル
事業のूੵ地ですɻ次世代Λ୲͏தֶ生の
みͳ͞Μがொのকདྷにͭい͔ͯͬ͠り͠ たߟ
͑Λͯͬ࣋いる ͱ͜に、社ֶͿ ͱ͜が多

େ͖͘ͳܹͱͳり·͠たɻ

　発දޙ、生ెたͪ全һにΑるΦリジナル
ダンスʮ0/&ʯがプϨθント͞Ε·͠たɻখ
தֶࡔ 0# で͋るݩΦフίースେؒジロー͞
Μのۂに、)*P )0P のઌ生がৼりけたຊ
֨తͳダンスで、みͳ͞Μのͼのͼͱ൸࿐
͞Ε·͠たɻ
ޙࠓ　 %08A グループで、ا業理ղ
Λਂめͯいたͩ͘͜ ͱͱ、ֶߍ教育のҰॿͱ
ͳるため、͜のΑ͏ͳا業๚ֶशのडけ
ೖΕΛ継続ͯ͠い͖たいͱͯ͑ߟい·すɻ

Ֆճ࿓サϙーλーζクϥϒ͕ʮҬ環境ඒԽޭ࿑ʯͰදজބౡࣇ
　2013  11 ݄、ԬݝࢁඋલݝຽہΑりࣇౡބՖճ࿓サポーターζクラϒが、ʮ地域環境ඒ化
ޭ࿑ʯのදজΛडけ·͠たɻ͜Ε·で地域の方ʑͱҰॹに取り組Μで͖たՏࡩの২थʢ২थ
ຊɿ4,703 ຊʣώガンバナの২ʢ২ࠜٿɿ12 ສٿʣͳͲの活動が、Ԭࢢࢁのࣇౡ
にՃ͑、Ֆճ࿓マ২थ২ޙࠓपล地域の環境උに貢献͠たͱೝめΒΕたのですɻބ
ラιンͳͲの֤छイϕントΛ௨じͯ、地域の環境ඒ化ͱ活性化のために活動Λ継続ͯ͠い͖·すɻ

ࣾձ͔ΒͷධՁ

　%08A グループで、事業計画に߹Θͤ
たదਖ਼ͳਓһஔΛ推進͓ͯ͠り、事業展
開にඞཁͳྗΛ有する多様ͳਓࡐの雇用
にめͯい·すɻ

　2013   ʢ2014  3 ݄ 31 ʣ ࣌
のࠃ内ै業һ 5,411 ໊で、ࡢΑり
 100 ໊の૿Ճͱͳり·͠たɻͳ͓、ࠃ内
雇用社һの͏ͪஉ性 4,398 ໊ʢ88ˋʣ、
ঁ性 608 ໊ʢ12ˋʣですɻ

　·た、海外で、グローバル展開にい
ओにΞジΞでಇ͘ݱ地雇用ै業һが૿Ճ͠
ͯい·すɻタイ、தࠃΛத৺にࡢΑり
100 ໊の૿Ճͱͳり·͠たɻ

　行動ൣنに͋るʮ事Λ進めるྗでධ
Ձするʯ理೦͔Β、%08A グループで、
ҎԼの方針のͱ、ެਖ਼ͳධՁ・ॲ۰が行
ΘΕ、育成に活用͞Εる状ଶΛ目ͯ͠ࢦ取
り組Μでい·すɻ

　組՝者が、会社制のߟ՝者・ඃߟ˔
みج४の理ղΛਂめ、దͳߟ՝
育成に活用する取り組みΛ継続するɻ

˔組৫目ඪΛ共有͠、ࣗΒのڃにٻめΒ
Εるྗ行動ΛѲ͠ͳがΒ、業
行ྗの向্Λਤるɻ

　
՝ߟ新マネージϟーに対するࠓ　
者܇࿅Λ実施͓ͯ͠り、ޙࠓ継続తに܇
࿅のػ会Λઃける ͱ͜で、グループ全体で
దͳධՁ・ॲ۰・育成がଅ進͞ΕるΑ͏
に取り組Ή༧定ですɻ

گͷঢ়༺ޏ

ެਖ਼ͳධՁɾॲ۰

 ���� ���� ����

432 318 405

ଐੑ

һࣾنਖ਼ࠃ

ɹɹһ 123

ཧࣾһ 681

2,699

1

8

288

124

707

2,727

0

8

294

121

715

2,703

0

9

826 265

5,323

846 291

5,315

859 405

5,411

296

һࣾنඇਖ਼ࠃ
ࣾݣһ

ύʔτɺୗɾޏؒظ༻

総ɹ計

Ұൠࣾһ

உੑ ঁੑ உੑ ঁੑ உੑ ঁੑ

 ���� ���� ����Ҭ
日本

アジア(日本以外）

欧州

北米

中南米

5,323

1,325

4

78

3

6,733

5,315

2,520

4

92

1

7,932

5,411

2,622

10

80

1

8,124総計

ʪࠃͷޏ༻ঢ়گʫ

ʪҬผै業һʫ
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Society

˓ՆٳみࢠエίイϕϯτΛ௨ͨ͡
ίϛϡχέーγϣϯ
　2013  8 ݄、%08A グループै業һの
ՈΛ対ͱ͠ たエίイϕントΛ౦ژຊ社で
開͠࠵·͠たɻळా۽ຊͳͲ全ࠃ
͔ΒࢀՃ͠た 71 ໊ʢڙࢠ 40 ໊、େਓ 31
໊ʣのՈͱ、ا画会社ʮέϛΧルエンター
テインメントʯのメンバーにΑる、ʮເのʯ
Λテーマに͠たワークシϣοプΛ行い·͠たɻ
2013 のワークシϣοプストーリー
ཱͯで、ڙࢠたͪʮເのʯで͓՛ࢠ
ʯʮ෩ྗݧ๒の実ؾたʮཱۭͯݟりに࡞
でޫる L&% ライトの࡞ʯΛ行い·͠たɻ
　͜の取り組み、ڙࢠたͪがՈのಇ͘
৬Λ๚͠ࢠҰॹに環境教育Λ行͏ػ
会Λఏڙする ͱ͜で、社の事ΛΑりਂ͘
理ղ͠、ಉ࣌に環境へのҙࣝ向্Λ目తͱ
り·͠たɻຖ、CSR·࢝ͯ͠ 部で生物

多様性リサイクルͳͲ環境に関するテーマ
にԊͬたا画Λ͑ߟ、ָ͠みͳがΒ実施͠
ͯい·すɻ

、ຊ社ͩけでͳޙࠓ　 地͘方の事業所で
の開࠵支援Λ行͏ͳͲ、取り組みの展開Λ
進め·すɻ

˙ ���� のओͳ࣮
ʲ教育ʳ

　グローバル展開事業ྖ域の拡େに
い、ै業һ·す·す多様ͳՁ؍強
みΛ活͔ͯ͠い͘͜ ͱがٻめΒΕͯい·すɻ
%08A グループで、多様ͳݸ性Λैͭ࣋
業һが、ͦΕͧΕのྗΛे分に発شする͜
ͱが、ا業の成にͭͳがるͱ͓ͯ͑ߟり、
ҎԼのΑ͏ ͳ取り組みΛ実施ͯ͠い·すɻ

のྀ࣌༺࠾˓
　%08A グループࠃ੶にΑΒͣグローバ
ルにಇ ͱ͘い͏͑ߟのͱ、࠾用ஈ֊͔Βの
組みͮ り͘Λ進めͯい·すɻ

˓ϕςϥϯैۀһのੵ׆ۃ༻
　定ޙҾ͖続͖ %08A グループでのۈ

Λرするै業һに対ͯ͠࠶雇用Λ実施
ͯ͠い·すɻ͜Ε·で、新たにڃ制Λઃけ
るͳͲ制のվ定Λ行い、ͦΕ·でഓͬͯ
͖たྗΛ、継続ͯ͠発شする ͱ͜がで͖る
Α͏ 環境උ͠·͠たɻ2014 、定
Λ目తͱڙのライフプランに関する情報ఏޙ
͠たηϛナーΛ開࠵するͳͲ、制の拡充
Λ行͏༧定ですɻ

˓ো͕͍ऀޏ༻
　2013 、%08A グループ全体で雇
用・雇用ͱ૿Ճ͠、๏定雇用Λ達
成͠たグループ会社͋り·͠たが、全体
でະ達ͱͳり·͠たɻ՝ͱͯ͠、社の
製ݱで、障がいΛͭ࣋方にͱͬͯඞ
ͣ͠ಇ͖すい環境が実ݱで͖るͱい
͑·ͤΜɻ͠たがͬͯ、全事業所でҰの

૿ՃΛ目ࢦすのでͳ 、͘雇用事業所のத
でΑり࣭の高い৬環境ͮ り͘Λ進める ͱ͜
、৬体ݧの推進ͳͲΛ௨じͯ、グルー
プ全体での雇用の૿Ճに取り組み·すɻ

˓֊ผڭҭ
　・次ܦظӦװ部ʢ継続ʣ Ϗジネスリーダーཆ成ݚमʢ16 ໊ �4 ݄ʙ 12 ݄ʣ
　・管理৬ʢ継続ʣ  新マネージϟーݚमʢ 30 ໊ʣ、ίーνングݚमʢ 30 ໊ �7 ݄ʙ 11 ݄ʣ
　・தݎ社һʢ継続ʣ 新 5 मʢݚプロΞクティϒʢリーダーシοプʣڃ 50 ໊ �10 ݄ʙ 12 ݄ʣ
　・தݎ技術社һʢ新نʣ ྗߟࢥ強化ݚमʢ7 ໊ �10 ݄ʙ 8 ݄ʣ
　・ೖ社̏目·でʢ継続ʣ 新ೖ社һݚमʢ4 ݄ʙ 5 ݄த०ʣ、フΥローΞοプᶗʙᶚݚम、0+5 制の充実ʢ 130 ໊ʣ
　・グローバルʢ継続ʣ ӳޠプϨθンテーシϣンʢ 40 ໊ʣ、ෝલݚमʢ 10 ໊ʣ
　・ঁ性のΩϟリΞʢ継続ʣ ϕーシοクΩϟリΞݚमʢ21 ໊ʣ

˓େֶͱのएखٕज़ऀަྲྀ会
　20137݄、%08AエϨクトロχクスのػࡐྉڀݚ所にͯ、౦େֶͱのएख技術者ަྲྀ会Λ実施͠·͠たɻ͜ のަྲྀ会、
%08A のएख技術者が社外のڀݚ者ͱٞする ͱ͜で、ผのࢹ新たͳࣝΛಘる ͱ͜Λ目తͱ͠ ͯ、ຖ開ͯ͠࠵い·すɻ
地۠の技術者ࢁճのަྲྀ会にԬࠓ 20 ໊がࢀՃ͠、ڀݚ発දΛͱにٞΛ行い·͠たɻ

˓ΩϟリΞϚονϯά੍
　ਓࡐΛืूͯ͠いる部ͱ対者が߹ҙすΕ、্࢘・ࣗ部Λܦ༝する ͱ͜ͳ 、͘ืू部へҟ動する ͱ͜がで͖る
制ですɻ2013  1 ໊が͜の制Λར用ͯ͠ر部ॺへҟ動͠·͠たɻ

ʲ人ࡐ活用ʳ

μΠόʔγςΟͷਪਐ

　%08A グループで、全社һが৺ͱ
に݈߁で活͖活 ͱ͖活動する ͱ͜がେで͋
り、ʮ݈ͮ߁ り͘ʯʮਓͮ り͘ʯのૅجで
͋るͱͯ͑ߟい·すɻ

அ߁݈˓
　%08A グループで、ै業һの定݈ظ
डͱΑり、ঁ性社һに Β͞に්ਓՊ
අ用のิॿΛ実施ͯ͠い·すɻ·たैݕ
業һのැཆ者に対するಛ定݈߁அのड
向্に取り組Μでい·すɻ2013 、
ಛ定݈߁அड者に対͠、インフルエン
β༧छの༏۰ાஔΛ実施いた͠·͠たɻ

˓ϝϯλルϔルスの取り組み
　৺の݈߁ΛέΞするため、メンタルϔル
ス・Χンηリング制の運用、管理৬
へのメンタルϔルスに関する教育Λ行ͬͯ
い·すɻ Β͞にࡏݱ、メンタルϔルス・η
ルフνェοクにΑるࣗ発తͳέΞのଅ進ݕ
౼ͯ͠い·すɻ

　%08A グループのワーク・ライフ・バラ
ンス、ै業һがͦΕͧΕのライフスタイ
ルに応じͯྗΛ࠷େݶに発شで͖るΑ 、͏
フϨοクス、͠ࢹ事ͱՈఉ生活のཱ྆Λॏ
タイϜͳͲのॊೈͳۈ制ࢠ育ͯ・հ
Ջ制のಋೖͳͲ、৬環境のٳ目తのޢ
උΛ行ͬͯい·すɻ

˓੍取ಘঢ়گ
　ʑ֤制のར用者૿Ճ͓ͯ͠り、
2013 育ٳࣇ৬者が 12 ໊、育ࣇに
͏࣌ۈ制のར用者が 4 ໊ͱͳり·
͠たɻ·た、ࢠのٳޢՋஉ性 10 ໊、
ঁ性 5 ໊の取ಘが͋り·͠たɻ

ըܭಈߦԉࢧҭੈ࣍˓
　2013 新たͳ次世代育成支援行動
計画Λ策定͠·͠たɻ
　๏に定めΒΕͯいるҎ্の、社ಠࣗの
۩体తͳ支援策ͱͯ͠、ࢠのٳޢՋの有
化ʢ5څ ·でʣ、育ࣇΛ理༝ͱ͠た߹の

సډΛ͏ҟ動の制ݶΛಋೖͯ͠い·すɻ
2014 、制内༰のೝ向্にΑ
るར用の্ঢΛ目͠ࢦ·すɻ
　·た、ݱ行のίΞタイϜແ͠のフϨοクス
タイϜ制の΄͔、࿑ڠ調͠た取り組
み強化新たͳۈ管理システϜಋೖにΑ
り、࿑ಇؒ࣌管理Λపఈする ͱ͜で、総࿑
ಇؒ࣌の減Λਤり·すɻ

˓Ξϯέーτ
　CSR 部で、ຖ新ೖ社һΛ対ͱ͠
たΞンέートΛ実施ͯ͠い·すɻ2013 
、40� Ҏ্がフϨοクスタイϜ制の活用
、ϊー業σーΛرͯ͠い·͠たɻͦ
の理༝ͱ͠ 資֨取ಘͳͲのΩϟリֶޠ、ͯ
Ξܗ成のためにؒ࣌Λ活用͠たいͱい͏ҙ
が多͋͘ݟ り·͠たɻ͜ΕΒのҙݟ౿·͑
ͳがΒ、ޙࠓワーク・ライフ・バランスの
取り組みΛ進めͯい͖·すɻ

ཧͷਪਐ߁݈ ϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯε
　%08A グループで、ʮグローバルに活
༂するプロਓࡐΛ育ͯるʯʮ育成するจ化Λ

定ணͤ͞るʯ ͱ͜Λ目తͱ͠ 、֤৬で継続
తに教育Λ実施する取り組み、एख社һの
0O 5IF +PC 5SBJOJOHʢ0+5ʣの強化策の推
進、実ફతͳ教育ػ会の拡充、ҟͳる৬

のݧܦʢ計画తҟ動ʣ、ࣗ発తͳਓ事ҟ動
の組みͳͲΛ௨じたਓࡐ育成・活用施策
Λ展開ͯ͠い·すɻ

ਓࡐͷҭͱ׆༻
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%08" άルーϓにとって、社員ͩけでなくͦのՈେなステークϗルダーですɻ%08"の�
CSR を社内にਁ透ͤ͞社員一ਓͻとりの活動として͛て͍くのとಉ࣌に、Ոのํʑに%08"
への理ղをਂめて͍たͩくため、ֶݟ会イϕントなどのػ会を௨じて取り組Μで͍ますɻ

һͷۀै
Ոͱ
ͱʹ
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アンケート結果 ୈࡾ者ҙݟ
$43 ใࠂॻ ���� ͷ͝ҙݟɾ͝ཁ %08"�$43ใࠂॻ ����

　%08A グループの CSR 報ࠂॻ、גओ・
資Ո、͓ 取Ҿઌ、͓ ٬様、地域の方ʑͳͲ、
多͘のステークϗルダーの方ʑに͓ಡみい
たͩけるΑ ओ総会、展ࣔ会、環境イג͏、
ϕントͳͲ͞·͟·ͳػ会Λ௨じ͓ͯಧけ͠

ͯい·すɻ·た、CSR 活動Λ͓͑するた
め 8FC サイトΛ௨じͯաڈの報ࠂॻΛす
い·すɻͯ͠ࡌܝͯ
ॻのվળにөͤ͞るࠂの活動報ޙࠓ　
ため、CSR 報ࠂॻのಡ者の方ʑに͝ҙݟ・

͝ཁΛいたͩ Ξ͘ンέートΛ実施͠、͓د
ͤいたͩいた͝ҙݟ・͝ཁ、·たલの
ୈࡾ者ҙݟΛ報ࠂॻ制࡞に活͔ͯ͠い·すɻ

$43�ใࠂॻ ����ɹใࠂ༰ʹ͍ͭͯ

に͓いͯ、%08Aݴ಄ר社がాࢁ　 グループの事業事業環境のܶతͳม化に߹Θͤ、ʮ5
ͭのίΞϏジネス͔Βͳるಠࣗの循環ܕ事業ʯへͱม化Λ͛ͯいる ͱ͜Λ͑ͯい·すɻͦ
の ͱ͜Λূ໌する͔のΑ͏ に %08A グループ૿ऩ・૿ӹΛ継続͓ͯ͠り、世քਓޱの૿Ճ
にい資源ׇރがڣΕるத、循環ܕ社会のܗ成に向けた多様ͳχーζに事業Λ௨じͯత֬
に応 Β͑Εͯいる ͱ͜が推ଌで͖·すɻ

のࠓ　 CSR 報ࠂॻのಛ、%08A グループが͑ߟる社会՝に関ͯ͠、ʮ%08A の事
業ͱ社会՝ʯͱい͏ϖージに͓いͯ、資源の有効ར用に関する社会՝ͱͦΕに対する
%08A グループの事業Λ௨ͯ͠のΞプローνΛ·ͱめた ͱ͜で ΐ͠͏ ɻࡢಛूのҰͭͱい
͏Ґஔけで͠たが、ࠓ 1 ϖージΛׂいͯઆ໌ͯ͠いる ͱ͜で、社会の՝ղܾに貢
献ͭͭ͠、ࣗ社のརӹに݁ͼけͯい ͱ͘い シ͏ェΞーυバリϡーʢCS7ʣの発Λॏͯ͠ࢹ
いる ͱ͜がಡみ取Ε·すɻ Β͞に۩体తに社会՝ͱ事業の݁ͼ͖がઆ໌で͖るͱ、%08A
グループの社会に͓けるඞཁ性ඞવ性がΑりਂ 理͘ղで͖るͱࢥい·すɻ

　·た͏ Ұͭのಛ、2013 の活動実͓Αͼ報ࠂॻ全体のߏ成Λ CSR 方針の 4 分
野のりޱで࠶理͠た ͱ͜で ΐ͠͏ ɻ͜の ͱ͜にΑり%08A グループが推進する CSR がҰ؏
性Λͬͯࣔ͞Εる ͱ͜ͱͳり、シンプルで分͔りすいߏ成ͱͳり·͠たɻ

　֤テーマの取り組みで、߭ࢁ活動ͳͲ社会のバリϡーνェーンの্ྲྀにҐஔするا業ͱ͠
ͯ、ฆ૪߭物への対応ඞཁෆՄܽͳのͱͳͬͯい·すɻʮ%08A グループฆ૪߭物管理
方針ʯΛ定めた ͱ͜、ʮฆ૪フリー製࿉ʯͱ͠ ͯೝ定するプログラϜʢCS' ೝূ制ʣに取り組
Μでいる ͱ͜、࣋続Մͳ事業ΛӦΉ্でۃめͯॏཁͳҰาͱͳり·すɻ

　֤事業に͓いͯ ·͟͞·ͳ取り組みが行ΘΕ͓ͯり、%08AメタルマインがݪྉΛׇރ性
の߭ੴ͔Βリサイクルݪྉにసするͱい͏世քॳͱͳるେసΛ成͛͠た ͱ͜、ಛに目
ΛҾ͖·すɻ

Β͞ͳΔվળʹ͚ͯ

　活動実のҰཡ、目ඪͱ施策ͱ実のཝがり分けΒΕ、ࡢΑり֨ஈに分͔りすい
のにͳͬͯい·すɻ͔͠͠ݱ状、目ඪͱ߲ͯ͠目のみのදهͱͳͬͯいるので、౸達Λ
い·すɻࢥた۩体తͳ目ඪにͳるͱΑいͱ͛ܝ

　CSR 方針のॏ施策ͱ͠ ͯ、ʮCSR 調達ガイυラインʯΛޙࠓ策定するͱの ͱ͜にͳͬͯいる
Ұ方、新たにվగ͞ΕたʮCSR 調達方針ʯのதで、ʮCSR 調達ガイυラインにͮج 調͘達Λ
推進͠·すʯͱॻ͔Ε͓ͯり、طにଘࡏする͔のΑ͏に͑ݟ、い͔͞͞ໃ६Λ感じ·すɻ·た
CSR 調達方針のதで、ʮ%08A グループฆ૪߭物管理方針ʯにͭいͯ৮Εるͱྑいので
ͳいで ΐ͠͏ ͔ɻޙࠓ、CSR 調達方針Λ۩体తにͲのΑ͏に展開ͯ͠い の͔͘ͱい͏にͭい
ͯの報ࠂ͋る ͱ͜が·͠いͱ͑ߟ·すɻ

ظͷऔΓΈͷޙࠓ

　2014  CSR தظ目ඪのઃ定ͱॏ施策のݟ͠Λ行 ͱ͏い͏͜ ͱで、ޙࠓの展開Λָ
͠みにͯ͠い·すɻ֤社の実者୲者にΑるメοηージͳͲ͔Β社会の՝に向͖
ͱ、ࣗ社のऩӹに݁ͼけるҙࣝが͏͔が͑·すɻ͜のΑ͏࢟͏߹ ͳࢥいΛͬ࣋たݱの方
たͪに支͑ΒΕる ͱ͜が %08A グループのࡏݱの強͞にͭͳがͬͯいるので ΐ͠͏ ɻޙࠓ社
会՝にਅͬ向͔Β向͖߹い、事業の発展に݁ͼけͯい͘͜ ͱにظͯ͠い·すɻ

ステークϗルダーの方ʑ͔Βいたͩいたوॏͳ͝ҙݟΛөͯ͠、
CSR 報ࠂॻ 2014 Λฤूいた͠·͠たɻ 
˙ΞϯέーτΑり
・߲目ͱい Α͏り、Ͳ͜にண目すΕいいの͔、Θ͔りͮΒ͔ͬた
・ॏ施策にͭいͯ、۩体తͳهड़がෆ
ॻΑり、CSRࠂの報ࠓ ˰　 方針の分野͝ͱにߏ成Λม͠ߋ、ॏ　　　
　　 తͳ取り組みにͭいͯৄࡉに͝報ࠂするΑ͏ にいた͠·͠た

˙ୈऀࡾҙݟΑり
・目ඪが߲目Ϩϕルで۩体తでͳい
　˰ CSR 方針ʮا業統࣏ʯʮ安全ʯʮ環境ʯʮ社会ʯの 4 分野の՝
　　͝ͱに、2014 ͔ΒࢦඪΛՃ
・ެ共策に対͠、会社の方針͑ߟ方にͭいͯઆ໌がඞཁ
　˰ P24 の・࣏ࣗ体・࢈業քͱの関Θりに、社の͑ߟ方ͱ取
　　り組みのҰྫΛࡌه

͝ҙݟɾ͝ ཁʹର͠ɺ$43ใࠂॻ����Ͱվળͨ͠ओͳ߲

　ಡ者の方ʑ͔Β多 の͘وॏͳ͝ҙݟΛいた͖ͩ、͋
りがͱ͏ ͟͝い·͠たɻ ҎԼに、ͦの内༰Λ͝報ࠂいた
͠·すʢओͳ͝ҙݟにͭいͯཁΛ行ͬͯい·すʣɻ

ʪओͳ͝ҙݟʫ
・エίプロダクπのϖージ、循環ͯ͠いる事

業イメージがҰ目で感じΒΕる
・ຊདྷの事業の΄͔に͜Ε΄Ͳの取り組みΛੵ

みॏͶ͓ͯり、感৺͠·す
・事業報ࠂॻͱ༥߹ͤͯ͞ 1 にͯ͠΄͠い

ޙࠓ CSR の取り組み報ࠂॻに対ͯ͠いたͩいた͝ҙݟ・͝ཁに͖ͭ·ͯ͠、社内でे分ݕ౼の্、CSR 活動へͱөͯ͠·いり·すɻ

Ξϯέʔτʹ͓͍͍ͨͩͨͤد

˓ใࠂॻにつ͍ͯ

˓%08"άルーϓの$43の取り組みにつ͍ͯ期待͞Εる ͱ͜

リサイクルの推進
環境や社会の役に立つ製品やサービスの開発

省資源・省エネルギー
環境汚染の防止

࿑ಇ҆શɺϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯε
ਓࡐҭ
ԹஆԽରࡦ
ੜଟ༷ੑɾੜଶܥͷอશ
ྙཧతͰಁ໌ͳ׆ಈɾใ։ࣔ
ਓݖͷଚॏ

期待する
取り組み
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���

���
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ͦͷଞ

͓٬༷ɾ͓औҾઌ

Ոࢿओɾג

%08"άϧʔϓࣄ業ॴͷۙྡʹ
͓ॅ·͍ͷํ

%08"άϧʔϓै業һɺՈ

Ξϯέーτに
ճ͞Εͨํʑの

͓立

���

���
���

���

��

会社イースクエΞࣜג
代ද取క社

ຊܒ�ੜʢͱ͖ ͻΖ͓ʣ

ΠʔεΫΤΞɺ企業ͷઓུత $43ɾܦڥ
ӦͷࢧԉΛ௨ͯ࣋͠ଓՄͳࣾձͷ࣮ݱΛ
ίϯαϧςΟϯάձࣾɻ�����݄ΑΓΠʔ͢ࢦ
εΫΤΞͷίϯαϧςΟϯάࣄ業ͷ統ׅͱ͠ ͯɺ
ଟذͷ業छʹΘͨΔେख企業Λத৺ʹɺઓུɺ
ίϛϡχέʔγϣϯɺڭҭɺ#01 ͳͲͷ֤
ʹ͓͚ΔࢧԉΛ͍ͯͬߦΔɻ����  ��݄ද
औకࣾʹबɻ���� ΑΓ౦େֶେֶ
ӃڥՊֶڀݚՊඇৗࢣߨۈΛΊɺͦͷଞ
$43 ؔ࿈ͷߨԋ׆ಈଟ͍ͯͬߦΔɻ
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